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東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
コンクリート工（砂防）　　

工種名

９章．砂     防 

② コンクリート工 
 

 

②－１ コンクリート工 
 

 

１． 適 用 範 囲  

本資料は，砂防工（本堰堤，副堰堤，床固め，帯工，水叩き，側壁，護岸）における打設量10ｍ3／日以上 150ｍ
3／日未満及び平均打設高30ｍ以下のコンクリート打設の施工に適用する。ただし，ケーブルクレーンで施工する場

合を除く。 
 
２． 施 工 概 要  

施工フローは，下記を標準とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注）本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図２－１ 施工フロー 
 
３． 機 種 の 選 定  

機械・規格は，次表を標準とする。 
 

表３．１ 機種の選定 

作 業 種 別 機 械 名 規 格 単位 数量 摘要 

型 枠 工 
コ ン ク リ ー ト 打 設 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
25t吊 

台 1  

（注）現場条件により上表により難い場合は，別途考慮する。 

 

４． 材 料 使 用 数 量 

コンクリートの使用数量は，次式による。 

   使用数量（ｍ3）＝設計数量（ｍ3)×(１＋Ｋ）……式４．１ 

    Ｋ：ロス率 
 

表４．１ ロス率（Ｋ） 

種 別 ロ ス 率 

コ ン ク リ ー ト ＋0.04 
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９章．砂     防 

② コンクリート工 
 

 

②－１ コンクリート工 
 

 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，砂防工（本堰堤，副堰堤，床固め，帯工，水叩き，側壁，護岸）における打設量10ｍ3／日以上140ｍ3／日

未満及び平均打設高30ｍ以下のコンクリート打設の施工に適用する。ただし，ケーブルクレーンで施工する場合を除く。

 
２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

注）本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図２－１ 施工フロー 
 
３． 機 種 の 選 定 

機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

作 業 種 別 機 械 名 規 格 単位 数量 摘要 

型 枠 工 
コ ン ク リ ー ト 打 設 

ラフテレーンクレーン 

油 圧 伸 縮 ジ ブ 型 ・
排出ガス対策型(第3次基準値) 
・低騒音型・25t吊 

台 1  

（注）現場条件により上表により難い場合は，別途考慮する。 

 

４． 材 料 使 用 数 量 

コンクリートの使用数量は，次式による。 

   使用数量（ｍ3）＝設計数量（ｍ3)×(１＋Ｋ）……式４．１ 

    Ｋ：ロス率 
 

表４．１ ロス率（Ｋ） 

種 別 ロ ス 率 

コ ン ク リ ー ト ＋0.04 
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削除

東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
コンクリート工（砂防）　　

工種名

コンク
リート
工（砂
防）

現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛） 適　用

５．型 枠 工 

 ５－１ 適用範囲 

   外部型枠，内部型枠に適用する。 

 

 ５－２ 型枠設置・撤去，ケレンはく離剤塗布施工歩掛 

   木製型枠100ｍ2当り施工歩掛は，次表を標準とする。 

表5.1 木製型枠設置・撤去，ケレンはく離剤塗布施工歩掛 (100ｍ2当り)

名     称 規   格 単 位 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 2.5  

型 わ く 工  〃 18.3  

普 通 作 業 員  〃 6.3  

ラフテレーンクレーン 

運 転 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

25t吊 

日 2.3 
 

機械賃料 

諸 雑 費 率  ％ 17  

（注）1. 諸雑費は，型枠用合板，型枠用金物，組立支持材，はく離剤及び電気ドリル，電動ノコギリ損料，電

力に関する経費，溶接機に要する費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を乗じた金額を上

限として計上する。 

   2. ラフテレーンクレーンは賃料とする。 

   3. 水抜きパイプの設置が必要な場合は，別途計上する。 

 

 ６．化 粧 型 枠 工 

 ６－１ 適用範囲 

     本資料は，砂防工事施工にかかる型枠工のうち，化粧型枠を使用する場合において，化粧型枠の貼付・はく

離作業が必要な場合に適用する。化粧型と型枠が一体となった製品等を使用し，貼付・はく離作業が不要な場

合は適用の対象としない。 

 

 ６－２ 化粧型枠歩掛 

     化粧型枠歩掛は，化粧を施す面積分の一般型枠施工費を，下表の率で割増したものとする。 

表6.1 化粧型枠割増率 

割   増   率 ＋0.37 

(注) 1. 化粧型枠（使い捨てタイプ）は，必要量を計上する。 
   2. 化粧型枠の処分費が必要な場合は，別途計上する。 

 ７．足 場 工 

 ７－１ 適用範囲 

    高さ２ｍ以上で，外部型枠，内部型枠の設置・撤去用足場（キャットウォーク）を設置する場合に適用する。 

 

 ７－２ 設置及び撤去歩掛 

    足場設置及び撤去歩掛は，次表を標準とする。 

表7.1 足場設置及び撤去歩掛 （設置延長10ｍ当り）

名     称 規    格 単 位 数 量 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.1 

と び 工  〃 0.4 

普 通 作 業 員  〃 0.4 

諸 雑 費 率  ％ 27 

(注) 1. 諸雑費は，キャットウォーク，丸パイプ，直交クランプ，板付布枠，幅

木等の費用として，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として

計上する。 

2. 高さ方向の標準設置間隔は，1.8ｍとする。 

 

５． 型 枠 工 

５－１ 適用範囲 

     外部型枠，内部型枠に適用する。 

 ５－２ 木製型枠設置・撤去，ケレンはく離剤塗布施工歩掛 

     木製型枠100ｍ2当り施工歩掛は，次表を標準とする。 
 

表５．１ 木製型枠設置・撤去，ケレンはく離剤塗布施工歩掛 (100ｍ2当り)

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 3.9  

特 殊 作 業 員  〃 0.85  

型 わ く 工  〃 14.9  

普 通 作 業 員  〃 8.5  

ラフテレーンクレーン 
運 転 

油 圧 伸 縮 ジ ブ 型 ・
排出ガス対策型(第3次基準値) ・
低騒音型・25t吊 

日 2.3 機械賃料 

諸 雑 費 率  ％ 21  

（注）１．諸雑費は，型枠用合板，型枠用金物，組立支持材，ケレンはく離剤及び電動ドリル，電
動ノコギリ損料，電力に関する経費，溶接機に要する費用であり，労務費の合計額に上表
の率を乗じた金額を上限として計上する。 

２．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

３．水抜きパイプの設置が必要な場合は，別途計上する。 

 

６． 足 場 工 

 ６－１ 適用範囲 

    高さ２ｍ以上で，外部型枠，内部型枠の設置・撤去用足場（キャットウォーク）を設置する場合に適用する。 

６－２ 設置及び撤去歩掛 

    足場設置及び撤去歩掛は，次表を標準とする。 
 

表６．１ 足場設置及び撤去歩掛 （設置延長10ｍ当り）

名 称 規 格 単位 数量 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.10 

と び 工  〃 0.40 

普 通 作 業 員  〃 0.40 

諸 雑 費 率  ％ 14 

（注）１．諸雑費は，斜面用足場ブラケット，足場板，丸パイプ，直交クラ

ンプ，幅木等の費用として，労務費の合計額に上表の率を乗じた金

額を上限として計上する。 

２．高さ方向の標準設置間隔は，1.8ｍとする。 
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現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛） 適　用

東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
コンクリート工（砂防）　　

工種名

コンク
リート
工（砂
防）

８．砂防コンクリート打設歩掛 

８－１ 一般部コンクリート打設歩掛 

   一般部コンクリート打設にかかる施工歩掛は，次表を標準とする。 

表8.1 一般部コンクリート打設歩掛 （100ｍ3当り）

名   称 規  格 単位 

日打設量(ｍ3／日) 

50未満 50以上 
150未満 

土 木 一 般 世 話 役  人 2.0（1.78） 1.44（1.22） 

特 殊 作 業 員  〃 4.89（4.89） 3.11（3.11） 

普 通 作 業 員  〃 6.56（5.67） 4.44（3.56） 

ラフテレーンクレーン
運 転 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

25t吊 

日 1.89（1.89） 1.22（1.22） 

種

率 

雑

工 

チ ッ ピ ン グ  ％ 20（22） 30（34） 

岩 盤 清 掃  〃 12（13） 17（20） 

諸 雑 費 率  〃 24（20） 30（25） 

(注) 1. 上表の労務歩掛は，コンクリート打設・養生，打継面・岩着面のモルタル敷均し，打継面清

掃・チッピング・岩盤清掃等を含むものである。 

2. 雑工種，諸雑費は，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

  なお，雑工種，諸雑費に含まれる内容は次のとおりである。 

〔雑工種（チッピング）〕 

  チッピング労務，空気圧縮機損料，さく岩機損料，さく岩機運転経費及び電力に関する経費。 

〔雑工種（岩盤清掃）〕 

  岩盤清掃労務，高圧洗浄機損料，工事用水中モータポンプ損料，電力に関する経費。 

〔諸雑費〕 

  養生マット，コンクリートバケット損料，コンクリートバイブレータ損料，工事用水中モー

タポンプ損料，高圧洗浄機損料，電力に関する経費。 

3. コンクリートバケット容量は，1.0ｍ3を標準とし，これにより難い場合は，別途考慮する。 

4. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

5. 特殊養生を必要とする場合は（ ）内の数値を適用し，養生にかかる費用は別途計上する｡ 

 

７． 砂防コンクリート打設歩掛 

７－１ 一般部コンクリート打設歩掛 

     一般部コンクリート打設にかかる施工歩掛は，次表を標準とする。 

 

表７．１ 一般部コンクリート打設歩掛 （100ｍ3当り）

名 称 規 格 単位 

1日当り打設量（m3／日） 

10 以上 

50未満 

50 以上 

140未満 

土 木 一 般 世 話 役  人 2.00 (1.78) 1.44 (1.22) 

特 殊 作 業 員  〃 5.11 (4.89) 3.33 (3.11) 

普 通 作 業 員  〃 6.00 (5.67) 3.89 (3.56) 

ラフテレーンクレーン
運 転 

油 圧 伸 縮 ジ ブ 型 ・
排出ガス対策型(第3次基準値) ・
低騒音型・25t吊 

日 1.89 (1.89) 1.22 (1.22) 

雑工種率 
チッ ピング 

人力施工 
％ 

17 (18) 26 (29) 

機械施工 20 (21) 30 (33) 

岩 盤 清 掃  〃 9 (10) 14 (15) 

諸 雑 費 率  〃 16 (12) 25 (19) 

（注）１．上表の労務歩掛は，コンクリート打設・養生，打継面・岩着面のモルタル敷均し，打継面清掃・チ

ッピング・岩盤清掃等を含むものである。 

２．特殊養生を必要とする場合は（ ）内の数値を計上し，特殊養生（練炭）に要する費用は別途計上

する｡なお，ジェットヒータ養生を行う場合には、ジェットヒータ養生に要する費用を別途考慮する。

３．雑工種は必要に応じて計上する。 

雑工種は，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

[チッピング] 

  ①人力施工：新設工事で、岩盤面や打継面でチッピングが必要な場合に計上 

・チッピング労務，空気圧縮機賃料，さく岩機損料及び運転経費等の費用である。 

②機械施工：既設堰堤への腹付け施工で、既設堰堤等へのチッピングが必要な場合に計上 

・チッピング補助労務，油圧式トンネル切削機（ベースマシン含む）損料及び運転経費等の費用で

ある。 

[岩盤清掃〕 

  岩盤清掃労務，高圧洗浄機損料，工事用水中モータポンプ賃料及び電力に関する経費等の費用であ

る。 

４．諸雑費は，スコップ、養生マット，コンクリートバケット賃料，コンクリートバイブレータ賃料，

工事用水中モータポンプ賃料，高圧洗浄機損料及び電力に関する経費等の費用であり、労務費の合計

額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

５．コンクリートバケット容量は，1.0m3を標準とし，これにより難い場合は，別途考慮する。 

６．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 
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東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
コンクリート工（砂防）　　

工種名

コンク
リート
工（砂
防）

現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛） 適　用

８－２ 堤冠コンクリート打設歩掛 

   堤冠コンクリート打設歩掛は，次表を標準とする。 

表8.2 堤冠コンクリート打設歩掛 （10ｍ3当り）

名   称 規   格 単位 

１ブロック当り打設量（ｍ3／ブロック） 

鉄 材 
３ 未 満 

グラノリシック 
20  未  満 

富  配  合 
30  未  満 

土 木 一 般 世 話 役  人 3.3（3.3） 0.6（0.6） 0.3（0.3） 

特 殊 作 業 員  〃 5.7（5.7） 2.7（2.7） 1.3（1.3） 

普 通 作 業 員  〃 12.5（12.0） 1.6（1.1） 1.0（0.5） 

ラフテレーンクレーン 
運 転 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

25t吊 

日 0.2（0.2） 

諸 雑 費 率  ％ ７（４） 21（11） 32（12） 

(注) 1. 上表の労務歩掛は，コンクリート打設・養生等を含むものである。 

2. 諸雑費は，養生マット，コンクリートバケット損料，コンクリートバイブレータ損料，工事用水中モータポンプ損料，

高圧洗浄機損料，電力に関する経費であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

3. コンクリートバケット容量は，1.0ｍ3を標準とし，これにより難い場合は，別途考慮する。 

4. ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

5. 特殊養生が必要な場合は（ ）内の数値を適用し，養生にかかる費用は別途計上する。 

 

９．止 水 板 設 置 

 ９－１ 止水板（塩化ビニル製止水板）設置歩掛 

   10ｍ当りの止水板設置歩掛は，次表を標準とする。 

表9.1 止水板設置歩掛 （10ｍ当り）

名     称 単 位 数     量 

土 木 一 般 世 話 役 人 0.3 

普 通 作 業 員 〃 0.8 

 

 ９－２ 止水板使用量 

   止水板の使用量は，次式による。 

   使用量（ｍ)＝設計量（ｍ)×(１＋Ｋ）……式9.1 

       Ｋ：ロス率 

表9.2 ロ ス 率（Ｋ） 

種 別 ロ ス 率 

止 水 板 ＋0.07 

 

７－２ 堤冠コンクリート打設歩掛 

     堤冠コンクリート打設歩掛は，次表を標準とする。 

 

表７．２ 堤冠コンクリート打設歩掛 （10ｍ3当り）

名 称 規 格 単位 

1ブロック当り打設量（m3／ブロック） 

グラノリシック 
20未満 

富配合 
30未満 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.76 (0.67) 0.42 (0.33) 

特 殊 作 業 員  〃 3.22 (3.00) 1.67 (1.44) 

普 通 作 業 員  〃 1.44 (1.22) 0.76 (0.56) 

ラフテレーンクレーン 
運 転 

油 圧 伸 縮 ジ ブ 型 ・
排出ガス対策型(第3次基準値)
・低騒音型・25t吊 

日 0.27 (0.27) 0.27 (0.27) 

諸 雑 費 率  ％ 12 (6) 22 (12) 

（注）１．上表の労務歩掛は，コンクリート打設・養生等を含むものである。 

２．特殊養生を必要とする場合は（ ）内の数値を計上し，特殊養生（練炭）に要する費用は別途計上する｡なお，

ジェットヒータ養生を行う場合には、ジェットヒータ養生に要する費用を別途考慮する。 

３．諸雑費は，スコップ、養生マット，コンクリートバケット賃料，コンクリートバイブレータ賃料，工事用水中

モータポンプ賃料，高圧洗浄機損料及び電力に関する経費等であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を

上限として計上する。 

４．コンクリートバケット容量は，1.0m3を標準とし，これにより難い場合は，別途考慮する。 

５．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 

８． 止 水 板 設 置 

 ８－１ 止水板（塩化ビニル製止水板・ゴム製止水板）設置歩掛 

    10ｍ当りの止水板設置歩掛は，次表を標準とする。 

 

表８．１ 止水板設置歩掛 （10ｍ当り）

名 称 単位 数量 

土木一般世話役  人 0.30 

普 通 作 業 員  〃 0.80 

 

 ８－２ 止水板使用数量 

    止水板の使用数量は，次式による。 

     使用数量（ｍ)＝設計数量（ｍ)×(１＋Ｋ）……式８．１ 

      Ｋ：ロス率 
 

表８．２ ロス率（Ｋ） 

種 別 ロ ス 率 

止 水 板 ＋0.07 
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適　用

コンクリート工（砂防）　　

工種名

コンク
リート
工（砂
防）

東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛

現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛）

１０．単 価 表 

 (１) 型枠設置・撤去，ケレンはく離剤塗布作業100ｍ2当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表5.1 

型 わ く 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型(第2次基準値) 
25t吊 

日  
〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 (２) 足場設置及び撤去 設置延長10ｍ当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表7.1 

と び 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 

 (３) 一般部コンクリート打設100ｍ3当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表8.1 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

コ ン ク リ ー ト  ｍ3  式4.1，表4.1 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

25t吊 

日  表8.1 
機械賃料 

雑
工
種 

チ ッ ピ ン グ  式 １  〃 必要に応じて計上 

岩 盤 清 掃  〃 １  〃 必要に応じて計上 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

 

９． 単 価 表 

（１）木製型枠設置・撤去，ケレンはく離剤塗布作業100ｍ2当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表5.1 

型 わ く 工  〃  〃 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 
(第3次基準値) ・低騒音型・25t吊 

日   〃 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     
 

（２）足場設置及び撤去 設置延長10ｍ当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表6.1 

と び 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 1 〃 

計     
 

（３）一般部コンクリート打設100ｍ3当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表7.1 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

コ ン ク リ ー ト  m3  
式4.1，表4.1 
現場コンクリート 
プラント使用は除く 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 
(第3次基準値) ・低騒音型・25t吊 

日  表7.1 
機械賃料 

雑
工
種 

チ ッ ピ ン グ 
人力施工 式 1 表7.1  

必要に応じて計上 

機械施工 式 1 表7.1  
必要に応じて計上 

岩 盤 清 掃  〃 1 表7.1  
必要に応じて計上 

諸 雑 費  〃 1 表7.1 

計     
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現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛） 適　用

東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
コンクリート工（砂防）　　

工種名

コンク
リート
工（砂
防）

(４) 堤冠コンクリート打設10ｍ3当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表8.2 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

コ ン ク リ ー ト  ｍ3  式4.1，表4.1 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

25t吊 

日  表8.2 
機械賃料 

諸 雑 費  式 １ 〃 

計     

(５) 止水板設置10ｍ当り単価表 

名     称 規     格 単位 数量 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表9.1 

普 通 作 業 員  〃  〃 

止 水 板 塩化ビニル製 ｍ  式9.1，表9.2 

諸 雑 費  式 １  

計     

 

（４）堤冠コンクリート打設10ｍ3当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表7.2 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

コ ン ク リ ー ト  m3  
式4.1，表4.1 
現場コンクリート 
プラント使用は除く 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 
(第3次基準値) ・低騒音型・25t吊 

日  表7.2 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表7.2 

計     

 

（５）止水板設置10ｍ当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表8.1 

普 通 作 業 員  〃  〃 

止 水 板 塩化ビニル製・ゴム製 ｍ  式8.1，表8.2 

諸 雑 費  式 1  

計     
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適　用現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛）

東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
連続鉄筋コンクリート舗装工　　

工種名

連続鉄
筋コン
クリー
ト舗装
工

図２－１ 施工フロー 

図２－１ 施工フロー 

⑧－２ 連続鉄筋コンクリート舗装工 
 

 

１． 適 用 範 囲 

  本資料は，レディーミクストコンクリートを用いた連続鉄筋コンクリート舗装工事において，スリップフォーム

ペーバを用いた１車線施工のコンクリート舗設を行う場合に適用する。なお，特殊舗装（プレストレストコンクリ

ート舗装等）及び２車線同時施工には適用しない。 

  また，本歩掛はコンクリート舗設を行っている反対車線等から，アジテータ車でコンクリートを供給可能な場合

に適用する。 

 

２． 施 工 概 要 

  施工フローは，下記を標準とする。 
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適　用現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛）

東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
連続鉄筋コンクリート舗装工　　

工種名

連続鉄
筋コン
クリー
ト舗装
工

３． 舗 設 工  

 ３－１ 機種の選定 

    機械舗設における機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

機 械 名 規 格 単位 数量 摘 要 

スリップフォームペーバ 
コンクリート舗装用 
最大舗装幅6m 
最大舗装厚30㎝ 

台 1 
 

 

 ３－２ 舗設歩掛 

    舗設歩掛は，次表を標準とする。 
 

表３．２ 舗設歩掛 （100ｍ2当り） 

名 称 規 格 単位 数量 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.6 

特 殊 作 業 員  〃 0.4 

普 通 作 業 員  〃 1.7 

鉄 筋 工  〃 1.3 

左 官  〃 0.4 

スリップフォームペーバ運転 
コンクリート舗装用 
最大舗装幅6m 
最大舗装厚30㎝ 

日 0.13 

諸 雑 費 率  ％ 36 

（注）１．横目地設置の有無にかかわらず適用出来る。 

２．諸雑費は，養生に使用するマット，散水車等の費用及び舗設に使用する端

部型枠，トラック（[クレーン装置付] ベーストラック４ｔ級・吊能力2.9

ｔ），センサライン，結束線等の費用であり，労務費，機械損料及び運転経費

の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

３．ターンテーブルが必要な場合は，別途計上すること。 

 

３． 舗 設 工  

 ３－１ 機種の選定 

    機械舗設における機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

機 械 名 規 格 単位 数量 摘 要 

スリップフォームペーバ 
コンクリート舗装用 
最大舗装幅6m 
最大舗装厚30㎝ 

台 1 
 

 

 ３－２ 舗設歩掛 

    舗設歩掛は，次表を標準とする。 
 

表３．２ 舗設歩掛 （100ｍ2当り） 

名 称 規 格 単位 数量 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.6 

特 殊 作 業 員  〃 0.4 

普 通 作 業 員  〃 1.7 

鉄 筋 工  〃 1.3 

左 官  〃 0.4 

スリップフォームペーバ運転 
コンクリート舗装用 
最大舗装幅6m 
最大舗装厚30㎝ 

日 0.13 

諸 雑 費 率  ％ 36 

（注）１．横目地設置の有無にかかわらず適用出来る。 

２．諸雑費は，養生に使用するマット，散水車等の費用及び舗設に使用する端

部型枠，トラック（[クレーン装置付] ベーストラック４ｔ級・吊能力2.9

ｔ），センサライン，結束線等の費用であり，労務費，機械損料及び運転経費

の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

３．ターンテーブルが必要な場合は，別途計上すること。 
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適　用現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛）

東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
連続鉄筋コンクリート舗装工　　

工種名

連続鉄
筋コン
クリー
ト舗装
工

 ３－３ 舗設用コンクリート使用量 

    舗設用コンクリート使用量は，次式による。 

    使用量（ｍ3)＝設計面積（ｍ2)×舗設厚（ｍ)×(１＋Ｋ)……式３．１ 

      Ｋ：ロス率 
 

表３．３ ロス率（Ｋ） 

舗 設 厚 ロ ス 率 

25cm未満 ＋0.04 

25cm以上30cm以下 ＋0.03 

 

 ３－４ 目地材料費 

    連続鉄筋コンクリート舗装における縦目地等の材料費については，別途計上すること。 

 

 ３－５ スペーサー 

    スペーサーについては，連続スペーサー（チェア）を使用するものとし，使用量は次表を標準とする。 

    なお，単独スペーサーを用いる場合は別途考慮すること。 

 

表３．４ スペーサー使用量      (100㎡当り) 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

スペーサー  m 50 連続スペーサー 

（注）規格については，舗装厚と現場状況に応じて高さ・長さを決めること。 

          

 ３－３ 舗設用コンクリート使用量 

    舗設用コンクリート使用量は，次式による。 

    使用量（ｍ3)＝設計面積（ｍ2)×舗設厚（ｍ)×(１＋Ｋ)……式３．１ 

      Ｋ：ロス率 
 

表３．３ ロス率（Ｋ） 

舗 設 厚 ロ ス 率 

25cm未満 ＋0.04 

25cm以上30cm以下 ＋0.03 

 

 ３－４ 目地材料費 

    連続鉄筋コンクリート舗装における縦目地等の材料費については，別途計上すること。 

 

 ３－５ スペーサー 

    スペーサーについては，連続スペーサー（チェア）を使用するものとし，使用量は次表を標準とする。 

    なお，単独スペーサーを用いる場合は別途考慮すること。 

 

表３．４ スペーサー使用量      (100㎡当り) 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

スペーサー  m 50 連続スペーサー 

（注）規格については，舗装厚と現場状況に応じて高さ・長さを決めること。 
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適　用現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛）

東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
連続鉄筋コンクリート舗装工　　

工種名

連続鉄
筋コン
クリー
ト舗装
工

４． 目地切り・清掃工 

    目地切り・清掃は，現場・施工状況に応じて施工するものとする。 

 ４－１ 目地切り・清掃工 

    目地切り・清掃における機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表４．１ 機種の選定 

機 械 名 規 格 単位 数量 摘 要 

コ ン ク リ ー ト カ ッ タ 乾式・切削深20cm級 
ブレード径44～56cm 台 1 

 

 

 ４－２ 目地切り・清掃歩掛 

    目地切り・清掃歩掛は，次表を標準とする。 

 

表４．２ 目地切り・清掃歩掛 （100ｍ当り） 

名 称 規 格 単位 数量 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.12 

特 殊 作 業 員  〃 2.67 

普 通 作 業 員  〃 0.70 

コ ン ク リ ー ト カ ッ タ 運 転 乾式・切削深20cm級 
ブレード径44～56cm 日 0.33 

諸 雑 費 率  ％ 24 

（注）１．本歩掛は，必要に応じて適用する。 

２．諸雑費は，コンクリートカッタのブレード，空気圧縮機賃料及び運転経費

等の費用であり，労務費，機械損料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じ

た金額を上限として計上する。 
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適　用現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛）

東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
連続鉄筋コンクリート舗装工　　

工種名

連続鉄
筋コン
クリー
ト舗装
工

５． 単 価 表  

（１）連続鉄筋コンクリート舗装工100㎡当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.2 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

鉄 筋 工  〃   〃 

左 官  〃   〃 

コ ン ク リ ー ト  ㎥  式3.1 

鉄 筋 SD345 D16～D25 t   

〃 SD345 D13 〃   

〃 SD345 D10 〃   

ス ペ ー サ ー  m  表3.4 

縦 目 地 （膨張）（収縮） 〃  目地材・タイバー・チェア等を
含む 

横 目 地  〃  必要に応じて計上 

縦 自 由 縁 部  〃  目地材・目地板等を含む 

スリップフォームペーバ運転 
コンクリート舗装用 
最大舗装幅6m 
最大舗装厚30㎝ 

日  
表3.1，表3.2 

機械損料 

諸 雑 費  式 1 表3.2 

計     

 

（２）目地切り・清掃工100m当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.2 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

コンクリートカッタ運転 乾式・切削深20cm級 
ブレード径44～56cm 日  表4.1，表4.2 

機械損料 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

４． 単 価 表  

（１）連続鉄筋コンクリート舗装工100㎡当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.2 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

鉄 筋 工  〃   〃 

左 官  〃   〃 

コ ン ク リ ー ト  ㎥  式3.1 

鉄 筋 SD345 D16～D25 t   

〃 SD345 D13 〃   

〃 SD345 D10 〃   

ス ペ ー サ ー  m  表3.4 

縦 目 地 （膨張）（収縮） 〃  目地材・タイバー・チェア等を
含む 

横 目 地  〃  必要に応じて計上 

縦 自 由 縁 部  〃  目地材・目地板等を含む 

スリップフォームペーバ運転 
コンクリート舗装用 
最大舗装幅6m 
最大舗装厚30㎝ 

日  
表3.1，表3.2 

機械損料 

諸 雑 費  式 1 表3.2 

計     
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適　用現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛）

東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
連続鉄筋コンクリート舗装工　　

工種名

連続鉄
筋コン
クリー
ト舗装
工

（２）機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適 用 単 価 表 指 定 事 項 

スリップフォームペーバ 
コンクリート舗装用 
最大舗装幅6m 
最大舗装厚30㎝ 

機－18 
運転労務数量 →  1.00 
燃料 消費 量 → 63 
機械損料数量 →  1.57 

 

（３）機械運転単価表 

 １）連続鉄筋コンクリート舗装工 
 

機 械 名 規 格 適 用 単 価 表 指 定 事 項 

スリップフォームペーバ 
コンクリート舗装用 
最大舗装幅6m 
最大舗装厚30㎝ 

機－18 
運転労務数量 →  1.00 
燃料 消費量 → 63 
機械損料数量 →  1.57 

 

 ２）目地切り・清掃工 

機 械 名 規 格 適 用 単 価 表 指 定 事 項 

コ ン ク リ ー ト カ ッ タ 乾式・切削深20cm級 
ブレード径44～56cm 機－24 燃料 消費量 → 25 

機械損料数量 →  1.30 
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東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
PC橋片持架設工　　

工種名

PC橋
片持架
設工

適　用現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛）
     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  
⑧ ＰＣ橋片持架設工 
 

 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，ＰＣ橋のうち，最大支間長170ｍ以下で，２主桁の場所打ち片持架設工（斜張橋は除く）に適用する。 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図２－１ 施工フロー 

 

３． 機 種 の 選 定 

機械・規格の選定は，次表を標準とする。 
 

表３．１ 機種の選定 

作 業 種 別 機 械 名 規 格 摘 要 

資 材 吊 込 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型（第1次基準値）25t吊  

金 属 支 承 据 付 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型（第1次基準値）45t吊  

作業車組立・解体 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型（第1次基準値）45t吊  

コンクリート打設 コンクリートポンプ車 トラック架装・ブーム式 圧送能力90～110m3／h又は 
トラック架装・配管式  圧送能力90～100m3／h  

（注）１．資材吊込とは，支保工，型枠工，鉄筋工及びＰＣ工等の吊込作業とする。 
２．資材吊込，金属支承据付，作業車据付・解体機械については，現場条件によりこれにより難い場合は，
別途考慮する。 

３．各機械の歩掛は，各施工歩掛に含まれている。 
４．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

（仮固定ＰＣ鋼棒の解放， 
仮支承の撤去） 

・作業車据付 
・１ブロック毎施工 

Ａ工程 
・作業車引戻し工 
・作業車解体 

・Ａ工程 

・Ａ工程 

柱 頭 部 工 

準 備 工 

片 持 部 工 

脚 頭 部 工 

中 央 閉 合 部 工 

側径間部工 

 

柱 頭 部 支 承 工 

橋面工手摺 

片 付 け 工 

仮 固 定 撤 去 工 

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

⑧ ＰＣ橋片持架設工 
 

 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，ＰＣ橋のうち，最大支間長170ｍ以下で，２主桁の場所打ち片持架設工（斜張橋は除く）に適用する。 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図２－１ 施工フロー 

３． 機 種 の 選 定 

機械・規格の選定は，次表を標準とする。 
 

表３．１ 機種の選定 

作 業 種 別 機 械 名 規 格 摘 要 

資 材 吊 込 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型（第1次基準値）25t吊  

金 属 支 承 据 付 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型（第1次基準値）45t吊  

作業車組立・解体 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型（第1次基準値）45t吊  

コンクリート打設 コンクリートポンプ車 トラック架装・ブーム式 圧送能力90～110m3／h又は 
トラック架装・配管式  圧送能力90～100m3／h  

（注）１．資材吊込とは，支保工，型枠工，鉄筋工及びＰＣ工等の吊込作業とする。 
２．資材吊込，金属支承据付，作業車据付・解体機械については，現場条件によりこれにより難い場合は，
別途考慮する。 

３．各機械の歩掛は，各施工歩掛に含まれている。 
４．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 

（仮固定ＰＣ鋼棒の解放， 
仮支承の撤去） 

・作業車据付 
・１ブロック毎施工 

Ａ工程 
・作業車引戻し工 
・作業車解体 

・Ａ工程 

・Ａ工程 

柱 頭 部 工 

準 備 工 

片 持 部 工 

脚 頭 部 工 

中 央 閉 合 部 工 

側径間部工 

 

柱 頭 部 支 承 工 

橋面工手摺 

片 付 け 工 

仮 固 定 撤 去 工 
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東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
PC橋片持架設工　　

工種名

PC橋
片持架
設工

現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛） 適　用
     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

４． 脚 頭 部 工 

脚頭部工については，柱頭部工による。 

 

５． 支 保 工 

５－１ 工法 

工法は，次表を標準とする。 
 

表５．１ 工法 

施 工 場 所 作 業 種 別 

柱 頭 部 ブ ラ ケ ッ ト 式 
上支保工 

本体工 

中 央 閉 合 部 吊支保工 

張 出 床 版 部 枠組支保工 

箱 桁 内 部 枠組支保工 

（注）１．支保工工法の選定にあたっては，立地条件，構造条件，工事規模，工期等を

考慮し，それらの諸条件に適合し，かつ安全で経済的なものを選定する。 

２．側径間部支保工における，くさび結合・支柱支保については，「第２編16章

橋梁⑫架設支保工」による。 

３．柱頭部，側径間部及び中央閉合部は，次図のとおりとする。 

 

 

 

 

参考図（柱頭部支保工） 

＜ブラケット式支保工＞ 

柱頭部 

柱頭部前面足場工 

前面足場工 

橋 側 足 場 

柱頭部施工長 

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

４． 脚 頭 部 工 

脚頭部工については，柱頭部工による。 

 

５． 支 保 工 

５－１ 工法 

工法は，次表を標準とする。 
 

表５．１ 工法 

施 工 場 所 作 業 種 別 

柱 頭 部 ブ ラ ケ ッ ト 式 
上支保工 

本体工 

中 央 閉 合 部 吊支保工 

張 出 床 版 部 枠組支保工 

箱 桁 内 部 枠組支保工 

（注）１．支保工工法の選定にあたっては，立地条件，構造条件，工事規模，工期等を

考慮し，それらの諸条件に適合し，かつ安全で経済的なものを選定する。 

２．側径間部支保工における，くさび結合・支柱支保については，「第２編16章

橋梁⑫架設支保工」による。 

３．柱頭部，側径間部及び中央閉合部は，次図のとおりとする。 

 

 

 

 

参考図（柱頭部支保工） 

＜ブラケット式支保工＞ 

柱頭部 

柱頭部前面足場工 

前面足場工 

橋 側 足 場 

柱頭部施工長 
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東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
PC橋片持架設工　　

工種名

PC橋
片持架
設工

適　用現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛）
     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  
５－２ 支保工設置・撤去歩掛 

    支保工の設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 
 

表５．２ 支保工設置・撤去歩掛 

名 称 
単
位 

柱 頭 部 中央閉合部 張出床版部 箱桁内部 

ブ ラ ケ ッ ト 式 
吊 支 保 工 枠 組 支 保 工 

上 支 保 工 本 体 工 

10空m3当り 1t当り 1t当り 10空m3当り 

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.4 0.4 0.4 0.1 

型 わ く 工 〃 0.4 0.2 ― 0.1 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1.3 2.4 2.6 0.5 

普 通 作 業 員 〃 1.3 1.6 1.8 0.5 

ラフテレーンクレーン
運 転 日 0.3 0.3 0.5 0.1 

諸 雑 費 率 ％ 4 25 22 8 

（注）１．上記歩掛は，現場内小運搬作業を含む。 

２．ブラケット式本体工の質量は，ブラケット，Ｈ形鋼の質量とする。 

３．吊支保工の質量は，鋼材（Ｈ形鋼，Ｉ形鋼，形鋼）とする。 

４．側径間部支保工については，「第２編16章橋梁⑫架設支保工」による。 

５．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジブ型・排出ガス

対策型（第１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，現場条件に適した

規格のラフテレーンクレーンを選定する。 

６．諸雑費は，木材，ブラケット，埋込金具，高力ボルト，ＰＣ鋼材，アンカープレート等の費用で

あり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

７．支保工空ｍ3の算出方法は，下記のとおりとする。 

○ 張出床版部 

○ 箱桁内部 

下記着色部の数量とする。 

 

（１）ブラケット式上支保張出床版部 

支保工空ｍ3＝着色部断面積×長さ（桁長） 

 

 

 

（２）箱桁内部 

支保工費を算出する場合の支保工空ｍ3数は，次図の着色部の数量とする。 

 

 

 

 

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

５－２ 支保工設置・撤去歩掛 

    支保工の設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 
 

表５．２ 支保工設置・撤去歩掛 

名 称 
単
位 

柱 頭 部 中央閉合部 張出床版部 箱桁内部 

ブ ラ ケ ッ ト 式 
吊 支 保 工 枠 組 支 保 工 

上 支 保 工 本 体 工 

10空m3当り 1t当り 1t当り 10空m3当り 

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.4 0.4 0.4 0.1 

型 わ く 工 〃 0.4 0.2 ― 0.1 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1.3 2.4 2.6 0.5 

普 通 作 業 員 〃 1.3 1.6 1.8 0.5 

ラフテレーンクレーン
運 転 日 0.3 0.3 0.5 0.1 

諸 雑 費 率 ％ 4 25 22 8 

（注）１．上記歩掛は，現場内小運搬作業を含む。 

２．ブラケット式本体工の質量は，ブラケット，Ｈ形鋼の質量とする。 

３．吊支保工の質量は，鋼材（Ｈ形鋼，Ｉ形鋼，形鋼）とする。 

４．側径間部支保工については，「第２編16章橋梁⑫架設支保工」による。 

５．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジブ型・排出ガス

対策型（第１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，現場条件に適した

規格のラフテレーンクレーンを選定する。 

６．諸雑費は，木材，ブラケット，埋込金具，高力ボルト，ＰＣ鋼材，アンカープレート等の費用で

あり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

７．支保工空ｍ3の算出方法は，下記のとおりとする。 

○ 張出床版部 

○ 箱桁内部 

下記着色部の数量とする。 

 

（１）ブラケット式上支保張出床版部 

支保工空ｍ3＝着色部断面積×長さ（桁長） 

 

 

 

（２）箱桁内部 

支保工費を算出する場合の支保工空ｍ3数は，次図の着色部の数量とする。 
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東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
PC橋片持架設工　　

工種名

PC橋
片持架
設工

現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛） 適　用
     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  
５－３ 仮設材供用日数 

    支保工仮設材の設計供用日数は，次表を標準とする。 
 

表５．３ 支保工設計供用日数 （日／１箇所） 

施 工 場 所 作 業 種 別 供 用 日 数 

柱 頭 部 
ブ ラ ケ ッ ト 式 上 支 保 工 

本 体 工 84 

張 出 床 版 部 ・ 箱 桁 内 部 枠 組 支 保 工 67 

側 径 間 部 

く さ び 結 合 支 保 工 ・ 
支 柱 支 保 工 

L≦10 45 

10＜L≦20 60 

20＜L≦30 75 

箱 桁 内 部 枠 組 支 保 工 53 

中 央 閉 合 部 
吊 支 保 工 31 

張 出 床 版 部 ・ 箱 桁 内 部 枠 組 支 保 工 31 

（注）１．支保工仮設材損料は，上表供用日数に施工単位当りの損料を乗じたものとする。 

２．柱頭部の施工延長は，12ｍを標準とする。 

 

６． 支 承 工 

 ６－１ 金属支承据付工 

    金属支承据付工歩掛は，支承質量により，次表を標準とする。 
 

表６．１ 金属支承据付工歩掛 （１個当り） 

名 称 単位 
支 承 質 量 

4t未満 4t以上10t未満 10t以上17t未満 

橋 り ょ う 世 話 役 人 1.2 1.4 1.5 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 4.0 5.3 6.6 

型 わ く 工 〃 1.8 2.8 3.7 

普 通 作 業 員 〃 3.5 5.0 6.5 

ラフテレーンクレーン
運 転 日 0.7 1.1 1.5 

（注）１．上記歩掛に無収縮モルタル充填等の作業は含まれる。 

２．支承据付材料（無収縮モルタル等）は，別途計上する。 

３．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジブ型・排出ガス

対策型（第１次基準値）45ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，現場条件に適した

規格のラフテレーンクレーンを選定する。 

 

 ６－２ 現場塗装工（参考） 

現場塗装工は，亜鉛メッキ仕様以外の金属支承を現場で塗装する歩掛で主桁架設終了後，下塗りのみで据付

けられた支承に中塗り，上塗りをする作業である。 
 

表６．２ 現場塗装工歩掛       (支承１ｔ当り) 

名 称 単位 
本 支 承 

17t未満 

橋 り ょ う 塗 装 工 人 0.4 

諸 雑 費 率 ％ 10 

（注）１．塗装は，２回塗り（中塗り，上塗り）とする。 
２．諸雑費は，塗装，希釈剤，刷毛，ウエス等の費用であり労務費の合計額
に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

５－３ 仮設材供用日数 

    支保工仮設材の設計供用日数は，次表を標準とする。 
 

表５．３ 支保工設計供用日数 （日／１箇所） 

施 工 場 所 作 業 種 別 供 用 日 数 

柱 頭 部 
ブ ラ ケ ッ ト 式 上 支 保 工 

本 体 工 101 

張 出 床 版 部 ・ 箱 桁 内 部 枠 組 支 保 工 80 

側 径 間 部 

く さ び 結 合 支 保 工 ・ 
支 柱 支 保 工 

L≦10 54 

10＜L≦20 72 

20＜L≦30 90 

箱 桁 内 部 枠 組 支 保 工 64 

中 央 閉 合 部 
吊 支 保 工 37 

張 出 床 版 部 ・ 箱 桁 内 部 枠 組 支 保 工 37 

（注）１．支保工仮設材損料は，上表供用日数に施工単位当りの損料を乗じたものとする。 

２．柱頭部の施工延長は，12ｍを標準とする。 

 

６． 支 承 工 

 ６－１ 金属支承据付工 

    金属支承据付工歩掛は，支承質量により，次表を標準とする。 
 

表６．１ 金属支承据付工歩掛 （１個当り） 

名 称 単位 
支 承 質 量 

4t未満 4t以上10t未満 10t以上17t未満 

橋 り ょ う 世 話 役 人 1.2 1.4 1.5 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 4.0 5.3 6.6 

型 わ く 工 〃 1.8 2.8 3.7 

普 通 作 業 員 〃 3.5 5.0 6.5 

ラフテレーンクレーン
運 転 日 0.7 1.1 1.5 

（注）１．上記歩掛に無収縮モルタル充填等の作業は含まれる。 

２．支承据付材料（無収縮モルタル等）は，別途計上する。 

３．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジブ型・排出ガス

対策型（第１次基準値）45ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，現場条件に適した

規格のラフテレーンクレーンを選定する。 

 

 ６－２ 現場塗装工（参考） 

現場塗装工は，亜鉛メッキ仕様以外の金属支承を現場で塗装する歩掛で主桁架設終了後，下塗りのみで据付

けられた支承に中塗り，上塗りをする作業である。 
 

表６．２ 現場塗装工歩掛       (支承１ｔ当り) 

名 称 単位 
本 支 承 

17t未満 

橋 り ょ う 塗 装 工 人 0.4 

諸 雑 費 率 ％ 10 

（注）１．塗装は，２回塗り（中塗り，上塗り）とする。 
２．諸雑費は，塗装，希釈剤，刷毛，ウエス等の費用であり労務費の合計額
に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
PC橋片持架設工　　

PC橋
片持架
設工

工種名 現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛） 適　用
     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  
６－３ 柱頭部仮固定工 

  ６－３－１ 柱頭部仮支承工 

     柱頭部仮支承工は，鉄筋加工組立，型枠製作，設置・撤去，ラフテレーンクレーンによるコンクリート打

設，仮支承とりこわし及び撤去作業で，歩掛は次表を標準とする。 
 

表６．３ 柱頭部仮支承工歩掛 （コンクリート10ｍ3当り） 

名 称 単位 数量 

土 木 一 般 世 話 役 人 16.0 

特 殊 作 業 員 〃 22.8 

鉄 筋 工 〃 4.8 

型 わ く 工 〃 7.2 

普 通 作 業 員 〃 23.9 

ラフテレーンクレーン運転 日 1.2 

諸 雑 費 率 ％ 6 

（注）１．上記歩掛に現場内小運搬作業は含まれる。 

２．上記歩掛には，はく離剤塗布及びケレン作業を含む。 

３．コンクリート打設については，ラフテレーンクレーンによる打設を標準と

する。 

４．コンクリート殻処理費は，別途計上する。 

５．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は油圧伸縮

ジブ型・排出ガス対策型（第１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，これ

により難い場合は，現場条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定す

る。 

６．諸雑費は，組立結束線，スペーサ，型枠用合板，さん木，角材，釘，型枠

油，はく離剤，チゼルの損耗費，異形棒鋼等の費用であり，労務費の合計額

に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
 

  ６－３－２ コンクリート使用量 

     コンクリート使用量は，次式による。 

      使用量（ｍ3）＝設計量（ｍ3）×（１＋Ｋ）……式６．１ 

       Ｋ：ロス率 
 

表６．４ ロス率（Ｋ） 

ロ ス 率 ＋0.02 

 

 

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

６－３ 柱頭部仮固定工 

  ６－３－１ 柱頭部仮支承工 

     柱頭部仮支承工は，鉄筋加工組立，型枠製作，設置・撤去，ラフテレーンクレーンによるコンクリート打

設，仮支承とりこわし及び撤去作業で，歩掛は次表を標準とする。 
 

表６．３ 柱頭部仮支承工歩掛 （コンクリート10ｍ3当り） 

名 称 単位 数量 

土 木 一 般 世 話 役 人 16.0 

特 殊 作 業 員 〃 22.8 

鉄 筋 工 〃 4.8 

型 わ く 工 〃 7.2 

普 通 作 業 員 〃 23.9 

ラフテレーンクレーン運転 日 1.2 

諸 雑 費 率 ％ 6 

（注）１．上記歩掛に現場内小運搬作業は含まれる。 

２．上記歩掛には，はく離剤塗布及びケレン作業を含む。 

３．コンクリート打設については，ラフテレーンクレーンによる打設を標準と

する。 

４．コンクリート殻処理費は，別途計上する。 

５．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は油圧伸縮

ジブ型・排出ガス対策型（第１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，これ

により難い場合は，現場条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定す

る。 

６．諸雑費は，組立結束線，スペーサ，型枠用合板，さん木，角材，釘，型枠

油，はく離剤，チゼルの損耗費，異形棒鋼等の費用であり，労務費の合計額

に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

  ６－３－２ コンクリート使用量 

     コンクリート使用量は，次式による。 

      使用量（ｍ3）＝設計量（ｍ3）×（１＋Ｋ）……式６．１ 

       Ｋ：ロス率 
 

表６．４ ロス率（Ｋ） 

ロ ス 率 ＋0.02 
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東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
PC橋片持架設工　　

工種名

PC橋
片持架
設工

適　用現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛）
     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  
６－３－３ 剛結工 

     橋脚と柱頭部をＰＣ鋼棒で緊結する作業である。 

 

６－３－３－１ ＰＣ鋼棒工 

      「11－１ ＰＣ鋼棒工」による。 

 

   ６－３－３－２ ＰＣ鋼棒継手工 

      「11－２ ＰＣ鋼棒継手工」による。 

 

   ６－３－３－３ ＰＣ鋼棒定着工 

      「11－３ ＰＣ鋼棒定着工」による。 

 

   ６－３－３－４ ＰＣ鋼棒緊張工 

      「11－４ ＰＣ鋼棒緊張工」による。 

 

   ６－３－３－５ ＰＣ鋼棒解放工 

      ＰＣ鋼棒解放工歩掛は，次表を標準とする。 
 

表６．５ ＰＣ鋼棒解放工 （10箇所当り） 

名 称 単位 
  縦 締 数 量 

φ32 

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.5 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 3.3 

普 通 作 業 員 〃 1.4 

 

 ６－４ ゴム支承工 

    ゴム支承工歩掛は，次表を標準とする。 
 

表６．６ ゴム支承据付工歩掛 （１個当り） 

名 称 単位 数量 

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.4 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1.8 

型 わ く 工 〃 0.4 

普 通 作 業 員 〃 1.1 

ラフテレーンクレーン運転 日 0.1 

（注）１．ゴム支承は，ラーメン橋側径間部に設置するゴム支承を標準とする。 
２．上記歩掛にアンカーボルト，アンカーキャップ，スパイラル筋の設置及び
無収縮モルタル充填等の作業は含まれる。 

３．支承据付材料（無収縮モルタル等）は，別途計上する。 
４．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸
縮ジブ型・排出ガス対策型（第１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，こ
れにより難い場合は，現場条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定
する。 

 

 

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

６－３－３ 剛結工 

     橋脚と柱頭部をＰＣ鋼棒で緊結する作業である。 

 

６－３－３－１ ＰＣ鋼棒工 

      「11－１ ＰＣ鋼棒工」による。 

 

   ６－３－３－２ ＰＣ鋼棒継手工 

      「11－２ ＰＣ鋼棒継手工」による。 

 

   ６－３－３－３ ＰＣ鋼棒定着工 

      「11－３ ＰＣ鋼棒定着工」による。 

 

   ６－３－３－４ ＰＣ鋼棒緊張工 

      「11－４ ＰＣ鋼棒緊張工」による。 

 

   ６－３－３－５ ＰＣ鋼棒解放工 

      ＰＣ鋼棒解放工歩掛は，次表を標準とする。 
 

表６．５ ＰＣ鋼棒解放工 （10箇所当り） 

名 称 単位 
  縦 締 数 量 

φ32 

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.5 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 3.3 

普 通 作 業 員 〃 1.4 

 

 ６－４ ゴム支承工 

    ゴム支承工歩掛は，次表を標準とする。 
 

表６．６ ゴム支承据付工歩掛 （１個当り） 

名 称 単位 数量 

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.4 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1.8 

型 わ く 工 〃 0.4 

普 通 作 業 員 〃 1.1 

ラフテレーンクレーン運転 日 0.1 

（注）１．ゴム支承は，ラーメン橋側径間部に設置するゴム支承を標準とする。 
２．上記歩掛にアンカーボルト，アンカーキャップ，スパイラル筋の設置及び
無収縮モルタル充填等の作業は含まれる。 

３．支承据付材料（無収縮モルタル等）は，別途計上する。 
４．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸
縮ジブ型・排出ガス対策型（第１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，こ
れにより難い場合は，現場条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定
する。 
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東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
PC橋片持架設工　　

工種名

PC橋
片持架
設工

現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛） 適　用
     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

７． 片 持 架 設 工 

 ７－１ 作業車据付・解体工 

    作業車据付・解体歩掛は，次表を標準とする。 
 

表７．１ 作業車据付・解体歩掛 （１台１回当り） 

名 称 単位 数量 

橋 り ょ う 世 話 役 人  9.1 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 61.7 

普 通 作 業 員 〃 51.3 

ラフテレーンクレーン運転 日 13.2 

諸 雑 費 率 ％ 35 

（注）１．上記労務及びラフテレーンクレーン歩掛は，据付及び解体の合計であり構
成は，据付け60％，解体40％である。 

２．上記歩掛に付属設備等の据付・解体作業は含まれる。 
３．作業車据付・解体所要日数は，26日を標準とする。 
４．２台同時据付を標準とする。 
５．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸
縮ジブ型・排出ガス対策型（第１次基準値）45ｔ吊を標準とする。ただし，こ
れにより難い場合は，現場条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定
する。 

６．諸雑費は，作業車付属設備（屋根材料費，床材料費，防護設備費，足場材
料費）等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限とし
て計上する。 

 

 ７－２ 作業車移動・据付工 

    作業車の移動・据付歩掛は，次表を標準とする。 
 

表７．２ 作業車移動・据付歩掛  （１台１回当り） 

名 称 単位 数量 

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.5 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1.2 

普 通 作 業 員 〃 1.5 

諸 雑 費 率 ％ 33 

（注）諸雑費は，木材，ＰＣ鋼棒，定着具等の費用であり，労務費の合計額

に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

 ７－３ 作業車クライミング工 

    作業車クライミング工とは，作業車の下部構造を引上げる作業で，歩掛は次表を標準とする。 
 

表７．３ 作業車クライミング工歩掛 （１台１回当り） 

名 称 単位 数量 

橋 り ょ う 世 話 役 人 1.0 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 5.5 

普 通 作 業 員 〃 7.0 

 

 ７－４ 作業車引戻工 

    作業車引戻工は，作業車を解体位置まで引き戻す作業で，歩掛は次表を標準とする。 
 

表７．４ 作業車引戻工歩掛 （10ｍ当り） 

名 称 単位 数量 

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.5 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1.1 

普 通 作 業 員 〃 1.1 

 

     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  
７． 片 持 架 設 工 

 ７－１ 作業車据付・解体工 

    作業車据付・解体歩掛は，次表を標準とする。 
 

表７．１ 作業車据付・解体歩掛 （１台１回当り） 

名 称 単位 数量 

橋 り ょ う 世 話 役 人  9.1 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 61.7 

普 通 作 業 員 〃 51.3 

ラフテレーンクレーン運転 日 13.2 

諸 雑 費 率 ％ 35 

（注）１．上記労務及びラフテレーンクレーン歩掛は，据付及び解体の合計であり構
成は，据付け60％，解体40％である。 

２．上記歩掛に付属設備等の据付・解体作業は含まれる。 
３．作業車据付・解体所要日数は，17日を標準とする。 
４．２台同時据付を標準とする。 
５．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸
縮ジブ型・排出ガス対策型（第１次基準値）45ｔ吊を標準とする。ただし，こ
れにより難い場合は，現場条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定
する。 

６．諸雑費は，作業車付属設備（屋根材料費，床材料費，防護設備費，足場材
料費）等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限とし
て計上する。 

 

 ７－２ 作業車移動・据付工 

    作業車の移動・据付歩掛は，次表を標準とする。 
 

表７．２ 作業車移動・据付歩掛  （１台１回当り） 

名 称 単位 数量 

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.5 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1.2 

普 通 作 業 員 〃 1.5 

諸 雑 費 率 ％ 33 

（注）諸雑費は，木材，ＰＣ鋼棒，定着具等の費用であり，労務費の合計額

に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

 ７－３ 作業車クライミング工 

    作業車クライミング工とは，作業車の下部構造を引上げる作業で，歩掛は次表を標準とする。 
 

表７．３ 作業車クライミング工歩掛 （１台１回当り） 

名 称 単位 数量 

橋 り ょ う 世 話 役 人 1.0 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 5.5 

普 通 作 業 員 〃 7.0 

 

 ７－４ 作業車引戻工 

    作業車引戻工は，作業車を解体位置まで引き戻す作業で，歩掛は次表を標準とする。 
 

表７．４ 作業車引戻工歩掛 （10ｍ当り） 

名 称 単位 数量 

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.5 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1.1 

普 通 作 業 員 〃 1.1 
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東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
PC橋片持架設工　　

工種名

PC橋
片持架
設工

現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛） 適　用

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

７． 片 持 架 設 工 

 ７－１ 作業車据付・解体工 

    作業車据付・解体歩掛は，次表を標準とする。 
 

表７．１ 作業車据付・解体歩掛 （１台１回当り） 

名 称 単位 数量 

橋 り ょ う 世 話 役 人  9.1 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 61.7 

普 通 作 業 員 〃 51.3 

ラフテレーンクレーン運転 日 13.2 

諸 雑 費 率 ％ 35 

（注）１．上記労務及びラフテレーンクレーン歩掛は，据付及び解体の合計であり構
成は，据付け60％，解体40％である。 

２．上記歩掛に付属設備等の据付・解体作業は含まれる。 
３．作業車据付・解体所要日数は，26日を標準とする。 
４．２台同時据付を標準とする。 
５．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸
縮ジブ型・排出ガス対策型（第１次基準値）45ｔ吊を標準とする。ただし，こ
れにより難い場合は，現場条件に適した規格のラフテレーンクレーンを選定
する。 

６．諸雑費は，作業車付属設備（屋根材料費，床材料費，防護設備費，足場材
料費）等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限とし
て計上する。 

 

 ７－２ 作業車移動・据付工 

    作業車の移動・据付歩掛は，次表を標準とする。 
 

表７．２ 作業車移動・据付歩掛  （１台１回当り） 

名 称 単位 数量 

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.5 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1.2 

普 通 作 業 員 〃 1.5 

諸 雑 費 率 ％ 33 

（注）諸雑費は，木材，ＰＣ鋼棒，定着具等の費用であり，労務費の合計額

に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

 ７－３ 作業車クライミング工 

    作業車クライミング工とは，作業車の下部構造を引上げる作業で，歩掛は次表を標準とする。 
 

表７．３ 作業車クライミング工歩掛 （１台１回当り） 

名 称 単位 数量 

橋 り ょ う 世 話 役 人 1.0 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 5.5 

普 通 作 業 員 〃 7.0 

 

 ７－４ 作業車引戻工 

    作業車引戻工は，作業車を解体位置まで引き戻す作業で，歩掛は次表を標準とする。 
 

表７．４ 作業車引戻工歩掛 （10ｍ当り） 

名 称 単位 数量 

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.5 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1.1 

普 通 作 業 員 〃 1.1 

 

     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  
８． 型 枠 工 

型枠製作，設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 
 

表８．１ 型枠製作，設置・撤去歩掛 （10ｍ2当り） 

名 称 単位 

柱 頭 部 
側 径 間 部 
中央閉合部 

片 持 部 柱 頭 部 
片 持 部 

外 型 枠 
底 型 枠 内 型 枠 

( 鋼 製 ) 
外 型 枠 
底 型 枠 

内 型 枠 小 口 型 枠 

土 木 一 般 世 話 役 人 0.4 

型 わ く 工 〃 3.2 

普 通 作 業 員 〃 1.6 

ラフテレーンクレーン運転 日 0.1 

諸 雑 費 率 ％ 13 

（注）１．上記歩掛には，はく離剤塗布及びケレン作業を含む。 

２．片持部の外型枠，底型枠は鋼製，それ以外については木製とする。また，鋼製については設置・撤去の

みの歩掛である。 

３．鋼製型枠製作費は，別途計上する。 

４．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，現場条件に適した規格のラフテ

レーンクレーンを選定する。 

５．諸雑費は，型枠用合板，さん木，角材，釘，はく離剤等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗

じた金額を上限として計上する。 

 

９． 鉄 筋 工 

９－１ 加工・組立歩掛 

鉄筋加工・組立１ｔ当り歩掛は，次表を標準とする。 
 

表９．１ 鉄筋加工・組立歩掛 （１ｔ当り） 

名 称 単位 数量 

土 木 一 般 世 話 役 人 0.5 

鉄 筋 工 〃 3.4 

普 通 作 業 員 〃 1.9 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 運 転 日 0.2 

諸 雑 費 率 ％ 2 

（注）１．上記歩掛に現場内小運搬作業は含まれる。 
２．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型（第
１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，現場条件に適した規格のラフテレー
ンクレーンを選定する。 

３．諸雑費は，組立結束線，スペーサ等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限とし
て計上する。 

 

 ９－２ 鉄筋使用量 

    鉄筋使用量は，次式による。 

     使用量（ｔ）＝設計量（ｔ）×（１＋Ｋ）……式９．１ 

      Ｋ：ロス率 
 

表９．２ ロス率（Ｋ） 

ロ ス 率 ＋0.05 

 

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

８． 型 枠 工 

型枠製作，設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 
 

表８．１ 型枠製作，設置・撤去歩掛 （10ｍ2当り） 

名 称 単位 

柱 頭 部 
側 径 間 部 
中央閉合部 

片 持 部 柱 頭 部 
片 持 部 

外 型 枠 
底 型 枠 内 型 枠 

( 鋼 製 ) 
外 型 枠 
底 型 枠 

内 型 枠 小 口 型 枠  

土 木 一 般 世 話 役 人 0.4 

型 わ く 工 〃 3.2 

普 通 作 業 員 〃 1.6 

ラフテレーンクレーン運転 日 0.1 

諸 雑 費 率 ％ 13 

（注）１．上記歩掛には，はく離剤塗布及びケレン作業を含む。 

２．片持部の外型枠，底型枠は鋼製，それ以外については木製とする。また，鋼製については設置・撤去の

みの歩掛である。 

３．鋼製型枠製作費は，別途計上する。 

４．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，現場条件に適した規格のラフテ

レーンクレーンを選定する。 

５．諸雑費は，型枠用合板，さん木，角材，釘，はく離剤等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗

じた金額を上限として計上する。 

 

９． 鉄 筋 工 

９－１ 加工・組立歩掛 

鉄筋加工・組立１ｔ当り歩掛は，次表を標準とする。 
 

表９．１ 鉄筋加工・組立歩掛 （１ｔ当り） 

名 称 単位 数量 

土 木 一 般 世 話 役 人 0.5 

鉄 筋 工 〃 3.4 

普 通 作 業 員 〃 1.9 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 運 転 日 0.2 

諸 雑 費 率 ％ 2 

（注）１．上記歩掛に現場内小運搬作業は含まれる。 
２．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型（第
１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，現場条件に適した規格のラフテレー
ンクレーンを選定する。 

３．諸雑費は，組立結束線，スペーサ等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限とし
て計上する。 

 

 ９－２ 鉄筋使用量 

    鉄筋使用量は，次式による。 

     使用量（ｔ）＝設計量（ｔ）×（１＋Ｋ）……式９．１ 

      Ｋ：ロス率 
 

表９．２ ロス率（Ｋ） 

ロ ス 率 ＋0.05 
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東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
PC橋片持架設工　　

工種名

PC橋
片持架
設工

現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛） 適　用
     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  
10． コンクリート工 

10－１ コンクリートポンプ車打設歩掛 

    コンクリートポンプ車による打設は，次表を標準とする。 

 
 

表10．１ コンクリートポンプ車打設歩掛 （10ｍ3当り） 

名 称 単位 数量 

土 木 一 般 世 話 役 人 0.33 

特 殊 作 業 員 〃 1.78 

普 通 作 業 員 〃 1.56 

コンクリートポンプ車運転 h 2.00 

諸 雑 費 率 ％ 8 

（注）１．コンクリートポンプ車による打設以外は，別途考慮する。 

２．上記歩掛に表面仕上，散水養生，端面処理，準備及び後片付け作業等を含

む。 

３．コンクリートの１日当り打設量は，36ｍ3を標準とする。 

４．配管打設は，100ｍ程度の圧送管組立・撤去労務及び損料を含むものとし，

100ｍ以上の圧送管組立・撤去を必要とする場合は，「第５編５章コンクリー

ト工①コンクリート工」の組立・撤去労務による。 

５．ブーム打設は，桁下空間が確保出来，打設高さ20ｍ以下，投入水平距離20

ｍ以下の場合に適用する。 

６．諸雑費は，マット，養生剤，凝結遅延剤，モルタル等の費用であり，労務

費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

 10－２ コンクリート使用量 

    コンクリート使用量は，次式による。 

     使用量（ｍ3）＝設計量（ｍ3）×（１＋Ｋ）……式10．１ 

      Ｋ：ロス率 
 

表10．２ ロス率（Ｋ） 

ロ ス 率 ＋0.03 

 

11． Ｐ Ｃ 工 

11－１ ＰＣ鋼棒工 

    ＰＣ鋼棒工は，ＰＣ鋼棒，シースの加工組立，ＰＣ鋼棒挿入及びグラウト材の練混ぜ，注入等の作業で，歩

掛は次表を標準とする。 
 

表11．１ ＰＣ鋼棒工歩掛 （ＰＣ鋼棒１ｔ当り） 

名 称 単位 
φ 2 6 ( 1 B 2 6 A , 1 B 2 6 B ) φ 3 2 ( 1 B 3 2 A , 1 B 3 2 B ) 

横 ・ 鉛 直 斜 締 縦 ・ 横 ・ 鉛 直 斜 締 

橋 り ょ う 世 話 役 人 1.7 1.6 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 14.9 13.6 

普 通 作 業 員 〃 10.0 7.5 

ラフテレーンクレーン運転 日 0.5 

諸 雑 費 率 ％ 7 

 

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

８． 型 枠 工 

型枠製作，設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 
 

表８．１ 型枠製作，設置・撤去歩掛 （10ｍ2当り） 

名 称 単位 

柱 頭 部 
側 径 間 部 
中央閉合部 

片 持 部 柱 頭 部 
片 持 部 

外 型 枠 
底 型 枠 内 型 枠 

( 鋼 製 ) 
外 型 枠 
底 型 枠 

内 型 枠 小 口 型 枠  

土 木 一 般 世 話 役 人 0.4 

型 わ く 工 〃 3.2 

普 通 作 業 員 〃 1.6 

ラフテレーンクレーン運転 日 0.1 

諸 雑 費 率 ％ 13 

（注）１．上記歩掛には，はく離剤塗布及びケレン作業を含む。 

２．片持部の外型枠，底型枠は鋼製，それ以外については木製とする。また，鋼製については設置・撤去の

みの歩掛である。 

３．鋼製型枠製作費は，別途計上する。 

４．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，現場条件に適した規格のラフテ

レーンクレーンを選定する。 

５．諸雑費は，型枠用合板，さん木，角材，釘，はく離剤等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗

じた金額を上限として計上する。 

 

９． 鉄 筋 工 

９－１ 加工・組立歩掛 

鉄筋加工・組立１ｔ当り歩掛は，次表を標準とする。 
 

表９．１ 鉄筋加工・組立歩掛 （１ｔ当り） 

名 称 単位 数量 

土 木 一 般 世 話 役 人 0.5 

鉄 筋 工 〃 3.4 

普 通 作 業 員 〃 1.9 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 運 転 日 0.2 

諸 雑 費 率 ％ 2 

（注）１．上記歩掛に現場内小運搬作業は含まれる。 
２．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型（第
１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，現場条件に適した規格のラフテレー
ンクレーンを選定する。 

３．諸雑費は，組立結束線，スペーサ等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限とし
て計上する。 

 

 ９－２ 鉄筋使用量 

    鉄筋使用量は，次式による。 

     使用量（ｔ）＝設計量（ｔ）×（１＋Ｋ）……式９．１ 

      Ｋ：ロス率 
 

表９．２ ロス率（Ｋ） 

ロ ス 率 ＋0.05 

 

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

10． コンクリート工 

10－１ コンクリートポンプ車打設歩掛 

    コンクリートポンプ車による打設は，次表を標準とする。 
 

表10．１ コンクリートポンプ車打設歩掛 （10ｍ3当り） 

名 称 単位 数量 

土 木 一 般 世 話 役 人 0.33 

特 殊 作 業 員 〃 1.78 

普 通 作 業 員 〃 1.56 

コンクリートポンプ車運転 h 2.00 

諸 雑 費 率 ％ 8 

（注）１．コンクリートポンプ車による打設以外は，別途考慮する。 

２．上記歩掛に表面仕上，散水養生，端面処理，準備及び後片付け作業等を含

む。 

３．コンクリートの１日当り打設量は，36ｍ3を標準とする。 

４．配管打設は，100ｍ程度の圧送管組立・撤去労務及び損料を含むものとし，

100ｍ以上の圧送管組立・撤去を必要とする場合は，「第５編５章コンクリー

ト工①コンクリート工」の組立・撤去労務による。 

５．ブーム打設は，桁下空間が確保出来，打設高さ20ｍ以下，投入水平距離20

ｍ以下の場合に適用する。 

６．諸雑費は，マット，養生剤，凝結遅延剤，モルタル等の費用であり，労務

費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

 10－２ コンクリート使用量 

    コンクリート使用量は，次式による。 

     使用量（ｍ3）＝設計量（ｍ3）×（１＋Ｋ）……式10．１ 

      Ｋ：ロス率 
 

表10．２ ロス率（Ｋ） 

ロ ス 率 ＋0.03 

 

11． Ｐ Ｃ 工 

11－１ ＰＣ鋼棒工 

    ＰＣ鋼棒工は，ＰＣ鋼棒，シースの加工組立，ＰＣ鋼棒挿入及びグラウト材の練混ぜ，注入等の作業で，歩

掛は次表を標準とする。 
 

表11．１ ＰＣ鋼棒工歩掛 （ＰＣ鋼棒１ｔ当り） 

名 称 単位 
φ 2 6 ( 1 B 2 6 A , 1 B 2 6 B ) φ 3 2 ( 1 B 3 2 A , 1 B 3 2 B ) 

横 ・ 鉛 直 斜 締 縦 ・ 横 ・ 鉛 直 斜 締 

橋 り ょ う 世 話 役 人 1.7 1.6 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 14.9 13.6 

普 通 作 業 員 〃 10.0 7.5 

ラフテレーンクレーン運転 日 0.5 

諸 雑 費 率 ％ 7 

（注）１．上記歩掛に，現場内小運搬作業は含まれる。 

２．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，現場条件に適した規格のラフテ

レーンクレーンを選定する。 

３．諸雑費は，鋼製シース，グラウト材，ビニルテープ，結束線及びシース棚筋等の費用であり，労務費の

合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛

工種名

PC橋
片持架
設工

現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛） 適　用

PC橋片持架設工　　

     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  
（注）１．上記歩掛に，現場内小運搬作業は含まれる。 

２．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，現場条件に適した規格のラフテ

レーンクレーンを選定する。 

３．諸雑費は，鋼製シース，グラウト材，ビニルテープ，結束線及びシース棚筋等の費用であり，労務費の

合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 11－２ ＰＣ鋼棒継手工 

    ＰＣ鋼棒継手工は，緊張されていないＰＣ鋼棒にＰＣ鋼棒を継ぎ足す作業（普通継手）又は，緊張されたＰ

Ｃ鋼棒を一次定着（緊張側，固定側共）した後，さらにその鋼棒を継ぎ足していく作業（Ｇ継手）で，歩掛は

次表を標準とする。 
 

表11．２ ＰＣ鋼棒継手工歩掛 （10箇所当り） 

名 称 単位 

縦 締 

普通継手    G継手 

φ32（1B32A，1B32B） 

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.4 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1.4 

普 通 作 業 員 〃 0.8 

諸 雑 費 率 ％ 6 

（注）諸雑費は，グラウトホース，ビニルテープ等の費用であり，労務費の合計額

に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

  

11－３ ＰＣ鋼棒定着工 

    ＰＣ鋼棒定着工は，固定側の定着装置を組立て，型枠に取付ける作業であり，歩掛は次表を標準とする。 
 

表11．３ ＰＣ鋼棒定着工歩掛 （10箇所当り） 

名 称 単位 
φ26(1B2 6A,1 B26B ) φ32(1B3 2A,1 B32B ) 

横 ・ 鉛 直 斜 締 縦 ・ 横 ・ 鉛 直 斜 締 

橋 り ょ う 特 殊 工 人 1.2 1.1 

諸 雑 費 率 ％ 19 

（注）諸雑費は，グラウトホース，ビニルテープ及び結束線等の費用であり，労務

費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

 11－４ ＰＣ鋼棒緊張工 

    ＰＣ鋼棒緊張工は，緊張側の定着装置の取付け及びＰＣ鋼棒の緊張作業で，歩掛は次表を標準とする。 
 

表11．４ ＰＣ鋼棒緊張工歩掛 （10箇所当り） 

名 称 単位 
φ26(1B2 6A,1 B26B ) φ32(1B3 2A,1 B32B ) 

横 ・ 鉛 直 斜 締 縦 ・ 横 ・ 鉛 直 斜 締 

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.7 0.8 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 3.3 4.6 

普 通 作 業 員 〃 2.0 2.0 

諸 雑 費 率 ％ 4 

（注）諸雑費は，グラウトホース，ビニルテープ等の費用であり，労務費の合計額

に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

 11－２ ＰＣ鋼棒継手工 

    ＰＣ鋼棒継手工は，緊張されていないＰＣ鋼棒にＰＣ鋼棒を継ぎ足す作業（普通継手）又は，緊張されたＰ

Ｃ鋼棒を一次定着（緊張側，固定側共）した後，さらにその鋼棒を継ぎ足していく作業（Ｇ継手）で，歩掛は

次表を標準とする。 
 

表11．２ ＰＣ鋼棒継手工歩掛 （10箇所当り） 

名 称 単位 

縦 締 

普通継手    G継手 

φ32（1B32A，1B32B） 

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.4 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 1.4 

普 通 作 業 員 〃 0.8 

諸 雑 費 率 ％ 6 

（注）諸雑費は，グラウトホース，ビニルテープ等の費用であり，労務費の合計額

に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

  

11－３ ＰＣ鋼棒定着工 

    ＰＣ鋼棒定着工は，固定側の定着装置を組立て，型枠に取付ける作業であり，歩掛は次表を標準とする。 
 

表11．３ ＰＣ鋼棒定着工歩掛 （10箇所当り） 

名 称 単位 
φ26(1B2 6A,1 B26B ) φ32(1B3 2A,1 B32B ) 

横 ・ 鉛 直 斜 締 縦 ・ 横 ・ 鉛 直 斜 締 

橋 り ょ う 特 殊 工 人 1.2 1.1 

諸 雑 費 率 ％ 19 

（注）諸雑費は，グラウトホース，ビニルテープ及び結束線等の費用であり，労務

費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

 11－４ ＰＣ鋼棒緊張工 

    ＰＣ鋼棒緊張工は，緊張側の定着装置の取付け及びＰＣ鋼棒の緊張作業で，歩掛は次表を標準とする。 
 

表11．４ ＰＣ鋼棒緊張工歩掛 （10箇所当り） 

名 称 単位 
φ26(1B2 6A,1 B26B ) φ32(1B3 2A,1 B32B ) 

横 ・ 鉛 直 斜 締 縦 ・ 横 ・ 鉛 直 斜 締 

橋 り ょ う 世 話 役 人 0.7 0.8 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 3.3 4.6 

普 通 作 業 員 〃 2.0 2.0 

諸 雑 費 率 ％ 4 

（注）諸雑費は，グラウトホース，ビニルテープ等の費用であり，労務費の合計額

に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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工種名

PC橋
片持架
設工

東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
PC橋片持架設工　　

現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛） 適　用
     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  
 11－５ ＰＣケーブル工 

  11－５－１ ＰＣケーブル工歩掛 

     ＰＣケーブル工は，ＰＣケーブル，シースの加工組立，ＰＣケーブル挿入及びグラウト材の練混ぜ，注入

等の作業で，歩掛は次表を標準とする。 
 

   表11．５ ＰＣケーブル工歩掛 （ケーブル１ｔ当り） 

名 称 単位 

縦 締 横 締 

1,900kN(195t)型(12S12.4A) 
2,200kN(225t)型(12S12.7B) 

570kN(60t)型(1S21.8) 
750kN(80t)型(12W7B) 

橋 り ょ う 世 話 役 人 4.4 4.6 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 23.3 21.5 

普 通 作 業 員 〃 17.3 17.8 

ラフテレーンクレーン 
運 転 日 0.6 

諸 雑 費 率 ％ 15 

（注）１．上記歩掛に，現場内小運搬作業は含まれる。 

２．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジブ型・排出ガス

対策型（第１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，現場条件に適した

規格のラフテレーンクレーンを選定する。 

３．諸雑費は，鋼製シース，グラウト材，ビニルテープ，結束線及びシース棚筋等の費用であり，労務

費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

  11－５－２ ＰＣケーブル使用量 

     ＰＣケーブル使用量は，次式による。 

      使用量（ｔ）＝設計量（ｔ）×（１＋Ｋ）……式11．１ 

       Ｋ：ロス率 
 

表11．６ ロス率（Ｋ） 

ロ ス 率 ＋0.06 

 

 11－６ ＰＣケーブル定着工 

ＰＣケーブル定着工は，ＰＣケーブルを片引きする場合に固定側の定着装置を組立て，取付ける作業であり，

歩掛は次表を標準とする。 
 

表11．７ ＰＣケーブル定着工歩掛           （10箇所当り） 

名 称 単位 

縦 締 横 締 

1,900kN(195t)型(12S12.4A) 
2,200kN(225t)型(12S12.7B) 

570kN(60t)型 
(1S21.8) 

750kN(80t)型 
(12W7B) 

橋りょう特殊工 人 3.0 1.2 2.1 

諸 雑 費 率 ％ 18 41 

（注）諸雑費は，定着部型枠，グラウトホース，ビニルテープ等の費用であり，労務費の合計額に上表の率

を乗じた金額を上限として計上する。 

 

 

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

 11－５ ＰＣケーブル工 

  11－５－１ ＰＣケーブル工歩掛 

     ＰＣケーブル工は，ＰＣケーブル，シースの加工組立，ＰＣケーブル挿入及びグラウト材の練混ぜ，注入

等の作業で，歩掛は次表を標準とする。 
 

   表11．５ ＰＣケーブル工歩掛 （ケーブル１ｔ当り） 

名 称 単位 

縦 締 横 締 

1,900kN(195t)型(12S12.4A) 
2,200kN(225t)型(12S12.7B) 

570kN(60t)型(1S21.8) 
750kN(80t)型(12W7B) 

橋 り ょ う 世 話 役 人 4.4 4.6 

橋 り ょ う 特 殊 工 〃 23.3 21.5 

普 通 作 業 員 〃 17.3 17.8 

ラフテレーンクレーン 
運 転 日 0.6 

諸 雑 費 率 ％ 15 

（注）１．上記歩掛に，現場内小運搬作業は含まれる。 

２．ラフテレーンクレーンは賃料とし，ラフテレーンクレーン規格は，油圧伸縮ジブ型・排出ガス

対策型（第１次基準値）25ｔ吊を標準とする。ただし，これにより難い場合は，現場条件に適した

規格のラフテレーンクレーンを選定する。 

３．諸雑費は，鋼製シース，グラウト材，ビニルテープ，結束線及びシース棚筋等の費用であり，労務

費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

  11－５－２ ＰＣケーブル使用量 

     ＰＣケーブル使用量は，次式による。 

      使用量（ｔ）＝設計量（ｔ）×（１＋Ｋ）……式11．１ 

       Ｋ：ロス率 
 

表11．６ ロス率（Ｋ） 

ロ ス 率 ＋0.06 

 

 11－６ ＰＣケーブル定着工 

ＰＣケーブル定着工は，ＰＣケーブルを片引きする場合に固定側の定着装置を組立て，取付ける作業であり，

歩掛は次表を標準とする。 
 

表11．７ ＰＣケーブル定着工歩掛           （10箇所当り） 

名 称 単位 

縦 締 横 締 

1,900kN(195t)型(12S12.4A) 
2,200kN(225t)型(12S12.7B) 

570kN(60t)型 
(1S21.8) 

750kN(80t)型 
(12W7B) 

橋りょう特殊工 人 3.0 1.2 2.1 

諸 雑 費 率 ％ 18 41 

（注）諸雑費は，定着部型枠，グラウトホース，ビニルテープ等の費用であり，労務費の合計額に上表の率

を乗じた金額を上限として計上する。 
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工種名

PC橋
片持架
設工

東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
PC橋片持架設工　　

現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛） 適　用
     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  
11－７ ＰＣケーブル緊張工 

ＰＣケーブル緊張工は，緊張側の定着装置の組立，取付け及びＰＣケーブルの緊張作業で，歩掛は次表を標

準とする。 
 

表11．８ ＰＣケーブル緊張工歩掛         （10箇所当り） 

名 称 単
位 

縦締（両引き） 縦締（片引き） 横 締 

1,900kN(195t)型(12S12.4A) 
2,200kN(225t)型(12S12.7B) 

570kN(60t)型 
(1S21.8) 

750kN(80t)型 
(12W7B) 

橋りょう世話役 人 1.1 1.5 0.7 1.1 

橋りょう特殊工 〃 6.6 8.7 3.1 5.0 

普 通 作 業 員 〃 3.0 5.3 1.8 2.1 

諸 雑 費 率 ％ 6 13 

（注）諸雑費は，定着部型枠，グラウトホース，結束線，ビニルテープ等の費用であり，労務費の合

計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

12． 足場及び防護工 

足場及び防護工等は，次式とする。 

Ｍ：施工費 

Ｓ：損料係数（表12．１～表12．４） 

Ｘ：供用総月数 

ｍ：１工事での使用回数 

Ｎ：歩掛係数（表12．１～表12．４） 

ｙ：橋りょう特殊工単価（円／人） 

Ａ：施工量 

 

 12－１ 柱頭部足場工 

    柱頭部の足場についての歩掛は，次表を標準とする。 
 

表12．１ 柱頭部足場工 （柱頭部橋面積１ｍ2当り） 

桁 高 S N 

柱頭部桁高6m未満 728 0.36 

柱頭部桁高6m以上 951 0.71 

（注）上記歩掛は，橋側足場を含む。 

 

12－２ 橋側足場工 

    中央閉合部の支保工上に設置する足場で，歩掛は次表を標準とする。 
 

表12．２ 橋側足場工 （施工延長１ｍ当り） 

S N 

510 0.17 

 

 12－３ 橋面手摺工 

    橋面手摺についての歩掛は，次表を標準とする。 
 

表12．３ 橋面手摺工 （施工延長１ｍ当り） 

S N 

265 0.054 

 

 

     Ｍ＝（
ＳＸ

ｍ
 ＋Ｎｙ）×Ａ 

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

11－７ ＰＣケーブル緊張工 

ＰＣケーブル緊張工は，緊張側の定着装置の組立，取付け及びＰＣケーブルの緊張作業で，歩掛は次表を標

準とする。 
 

表11．８ ＰＣケーブル緊張工歩掛         （10箇所当り） 

名 称 単
位 

縦締（両引き） 縦締（片引き） 横 締 

1,900kN(195t)型(12S12.4A) 
2,200kN(225t)型(12S12.7B) 

570kN(60t)型 
(1S21.8) 

750kN(80t)型 
(12W7B) 

橋りょう世話役 人 1.1 1.5 0.7 1.1 

橋りょう特殊工 〃 6.6 8.7 3.1 5.0 

普 通 作 業 員 〃 3.0 5.3 1.8 2.1 

諸 雑 費 率 ％ 6 13 

（注）諸雑費は，定着部型枠，グラウトホース，結束線，ビニルテープ等の費用であり，労務費の合

計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

12． 足場及び防護工 

足場及び防護工等は，次式とする。 

Ｍ：施工費 

Ｓ：損料係数（表12．１～表12．４） 

Ｘ：供用総月数 

ｍ：１工事での使用回数 

Ｎ：歩掛係数（表12．１～表12．４） 

ｙ：橋りょう特殊工単価（円／人） 

Ａ：施工量 

 

 12－１ 柱頭部足場工 

    柱頭部の足場についての歩掛は，次表を標準とする。 
 

表12．１ 柱頭部足場工 （柱頭部橋面積１ｍ2当り） 

桁 高 S N 

柱頭部桁高6m未満 728 0.36 

柱頭部桁高6m以上 951 0.71 

（注）上記歩掛は，橋側足場を含む。 

 

12－２ 橋側足場工 

    中央閉合部の支保工上に設置する足場で，歩掛は次表を標準とする。 
 

表12．２ 橋側足場工 （施工延長１ｍ当り） 

S N 

510 0.17 

 

 12－３ 橋面手摺工 

    橋面手摺についての歩掛は，次表を標準とする。 
 

表12．３ 橋面手摺工 （施工延長１ｍ当り） 

S N 

265 0.054 

 

     Ｍ＝（
ＳＸ

ｍ
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工種名

PC橋
片持架
設工

東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
PC橋片持架設工　　

現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛） 適　用
     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  
12－４ 防護工 

    防護工歩掛については，次表を標準とする。 
 

表12．４ 防護工  （防護面積１ｍ2当り） 

S N 

55 0.017 

 

13． 機 種 の 選 定 

ＰＣ橋片持架設工に使用する機械・規格は，次表を標準とする。 
 

表13．１ 機種の選定 （１工事当り） 

作 業 種 別 機 械 名 規 格 単
位 数量 供用 

日数 摘 要 

柱 頭 部 仮 支 承 工 

コンクリートバイブレータ
（肩掛け（軽便））  台   コンクリート工に含む 

コンクリートブレーカ  〃 1 D  

空気圧縮機  〃 1 D  

Ｐ Ｃ 鋼 棒 解 放 工 緊張ジャッキ・ポンプ  〃   ＰＣ工に含む 

作 業 車 据 付 解 体 工 
片持架設用移動作業車  〃 1 B＋E 改造費は別途 

持込み台数分計上 

場所打桁架設工具  式 1 C  

作業車クライミング工 チェーンブロック 5t吊 台 1 B  

主

桁

製

作

用

雑

器

具 

型 枠 工 
電気丸のこ  〃 1 A ※ 

電気ドリル  〃 1 A ※ 

鉄 筋 工 

鉄筋切断機 1.5kW 〃 1 A ※ 

鉄筋曲げ機 2.2kW 〃 1 A ※ 

鉄筋加工台  〃 1 A ※ 

ガス切断機  〃 1 A ※ 

電気溶接機  〃 1 A ※ 

コンクリート工 

コンクリートバイブレータ
（肩掛け（軽便））  〃 6 A ※ 

高圧洗浄機 3.7kW 〃 1 A ※ 

Ｐ Ｃ 工 

緊張ジャッキ，ポンプ  〃 (注)3 A′  

グラウトミキサ,ポンプ  〃 〃 A′ ※ 

ウインチ  〃 1 A′ ※ 

全 体 発動発電機 37／45kVA 〃 1 A ※発動発電機使用の場合 

（注）１．同時に施工する作業車の台数が４台のとき，※の機械については，数量×２で計上する。 

２．商用電源を使用せず発動発電機を使用する場合は，発動発電機を別途計上する。 

３．緊張ジャッキ・ポンプの数量については，「13－１」による。 

 

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

11－７ ＰＣケーブル緊張工 

ＰＣケーブル緊張工は，緊張側の定着装置の組立，取付け及びＰＣケーブルの緊張作業で，歩掛は次表を標

準とする。 
 

表11．８ ＰＣケーブル緊張工歩掛         （10箇所当り） 

名 称 単
位 

縦締（両引き） 縦締（片引き） 横 締 

1,900kN(195t)型(12S12.4A) 
2,200kN(225t)型(12S12.7B) 

570kN(60t)型 
(1S21.8) 

750kN(80t)型 
(12W7B) 

橋りょう世話役 人 1.1 1.5 0.7 1.1 

橋りょう特殊工 〃 6.6 8.7 3.1 5.0 

普 通 作 業 員 〃 3.0 5.3 1.8 2.1 

諸 雑 費 率 ％ 6 13 

（注）諸雑費は，定着部型枠，グラウトホース，結束線，ビニルテープ等の費用であり，労務費の合

計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

12． 足場及び防護工 

足場及び防護工等は，次式とする。 

Ｍ：施工費 

Ｓ：損料係数（表12．１～表12．４） 

Ｘ：供用総月数 

ｍ：１工事での使用回数 

Ｎ：歩掛係数（表12．１～表12．４） 

ｙ：橋りょう特殊工単価（円／人） 

Ａ：施工量 

 

 12－１ 柱頭部足場工 

    柱頭部の足場についての歩掛は，次表を標準とする。 
 

表12．１ 柱頭部足場工 （柱頭部橋面積１ｍ2当り） 

桁 高 S N 

柱頭部桁高6m未満 728 0.36 

柱頭部桁高6m以上 951 0.71 

（注）上記歩掛は，橋側足場を含む。 

 

12－２ 橋側足場工 

    中央閉合部の支保工上に設置する足場で，歩掛は次表を標準とする。 
 

表12．２ 橋側足場工 （施工延長１ｍ当り） 

S N 

510 0.17 

 

 12－３ 橋面手摺工 

    橋面手摺についての歩掛は，次表を標準とする。 
 

表12．３ 橋面手摺工 （施工延長１ｍ当り） 

S N 

265 0.054 

 

     Ｍ＝（
ＳＸ

ｍ
 ＋Ｎｙ）×Ａ 

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

12－４ 防護工 

    防護工歩掛については，次表を標準とする。 
 

表12．４ 防護工  （防護面積１ｍ2当り） 

S N 

55 0.017 

 

13． 機 種 の 選 定 

ＰＣ橋片持架設工に使用する機械・規格は，次表を標準とする。 
 

表13．１ 機種の選定 （１工事当り） 

作 業 種 別  機 械 名 規 格 単
位 数量 供用 

日数 摘 要 

柱 頭 部 仮 支 承 工 

コンクリートバイブレータ
（肩掛け（軽便））  台   コンクリート工に含む 

コンクリートブレーカ  〃 1 D  

空気圧縮機  〃 1 D  

Ｐ Ｃ 鋼 棒 解 放 工 緊張ジャッキ・ポンプ  〃   ＰＣ工に含む 

作 業 車 据 付 解 体 工 
片持架設用移動作業車  〃 1 B 改造費は別途 

持込み台数分計上 

場所打桁架設工具  式 1 C  

作業車クライミング工 チェーンブロック 5t吊 台 1 B  

主

桁

製

作

用

雑

器

具 

型 枠 工 
電気丸のこ  〃 1 A ※ 

電気ドリル  〃 1 A ※ 

鉄 筋 工 

鉄筋切断機 1.5kW 〃 1 A ※ 

鉄筋曲げ機 2.2kW 〃 1 A ※ 

鉄筋加工台  〃 1 A ※ 

ガス切断機  〃 1 A ※ 

電気溶接機  〃 1 A ※ 

コンクリート工 

コンクリートバイブレータ
（肩掛け（軽便））  〃 6 A ※ 

高圧洗浄機 3.7kW 〃 1 A ※ 

Ｐ Ｃ 工 

緊張ジャッキ，ポンプ  〃 (注)2 A’  

グラウトミキサ,ポンプ  〃 〃 A’ ※ 

ウインチ  〃 1 A’ ※ 

全 体 発動発電機 37／45kVA 〃 1 A ※発動発電機使用の場合 

（注）１．同時に施工する作業車の台数が４台のとき，※の機械については，Ａ（Ａ’）×２+Ｅで計上する。 

２．１．商用電源を使用せず発動発電機を使用する場合は，発動発電機を別途計上する。 

３．２．緊張ジャッキ・ポンプの数量については，「13－１」による。 
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PC橋
片持架
設工

工種名

東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
PC橋片持架設工　　

現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛） 適　用
     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  
13－１ ＰＣ工における緊張ジャッキ・緊張ポンプ，グラウトミキサ，グラウトポンプの台数は次表を標準とする。 
 

１）使用するケーブルシステムがバーシステムのみの場合 

同時に施工する 
作 業 車 の 台 数 使用するPC鋼材の種類 ジャッキ 

の種類 
ジャッキポンプ 

の台数 
グラウトミキサ・ 
ポンプの組数 

2 

φ26(1B26A，1B26B)のみ 50t 4 

1 
φ32(1B32A，1B32B)のみ 70t 4 

φ26(1B26A，1B26B)， 
φ32(1B32A，1B32B)混用 

50t 2 

70t 3 

4 

φ26(1B26A，1B26B)のみ 50t 6 

2 
φ32(1B32A，1B32B)のみ 70t 6 

φ26(1B26A，1B26B)， 
φ32(1B32A，1B32B)混用 

50t 3 

70t 4 

（注）グラウトポンプ・ミキサ１組当り内訳は，ポンプ２台とミキサ１台である。 

 
 

 

２）各種ケーブルシステム混用の場合 

同時に施工する 
作業車の台数 

使用するPC鋼材 
の種類 

ジャッキ・ポンプ 
の台数 

グラウトミキサ・ 
ポンプの組数 

2 

2 
縦 2 

1 

横 
1 

鉛直 

3 
縦 2 

横 
1 

鉛直 

4 

2 
縦 4 

2 

横 
2 

鉛直 

3 
縦 4 

横 
2 

鉛直 

（注）グラウトポンプ・ミキサ１組当り内訳は，ポンプ２台とミキサ１台である。 

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

 13－１ ＰＣ工における緊張ジャッキ・緊張ポンプ，グラウトミキサ，グラウトポンプの台数は次表を標準とする。 
 

１）使用するケーブルシステムがバーシステムのみの場合 

同時に施工する 
作 業 車 の 台 数 使用するPC鋼材の種類 ジャッキ 

の種類 
ジャッキポンプ 

の台数 
グラウトミキサ・ 
ポンプの組数 

2 

φ26(1B26A，1B26B)のみ 50t 4 

1 
φ32(1B32A，1B32B)のみ 70t 4 

φ26(1B26A，1B26B)， 
φ32(1B32A，1B32B)混用 

50t 2 

70t 3 

4 

φ26(1B26A，1B26B)のみ 50t 6 

2 
φ32(1B32A，1B32B)のみ 70t 6 

φ26(1B26A，1B26B)， 
φ32(1B32A，1B32B)混用 

50t 3 

70t 4 

（注）グラウトポンプ・ミキサ１組当り内訳は，ポンプ２台とミキサ１台である。 

 
 

 

２）各種ケーブルシステム混用の場合 

同時に施工する 
作業車の台数 

使用するPC鋼材 
の種類 

ジャッキ・ポンプ 
の台数 

グラウトミキサ・ 
ポンプの組数 

2 

2 
縦 2 

1 

横 
1 

鉛直 

3 
縦 2 

横 
1 

鉛直 

4 

2 
縦 4 

2 

横 
2 

鉛直 

3 
縦 4 

横 
2 

鉛直 

（注）グラウトポンプ・ミキサ１組当り内訳は，ポンプ２台とミキサ１台である。 
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工種名

PC橋
片持架
設工

東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
PC橋片持架設工　　

現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛） 適　用
     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  
13－２ 供用日数 

    Ａ ：主桁製作用雑器具 

       供用日数＝最初柱頭部施工日数＋ 
Ｂ

片持架設用移動作業車台数
 ＋最終側径間部施工日数 

            ＋最終中央閉合部施工日数 
    Ａ′：ＰＣ工用機器 

       供用日数＝最初柱頭部施工日数（19日）＋ 
Ｂ

片持架設用移動作業車台数
 ＋最終側径間部施工日数 

            ＋最終中央閉合部施工日数 
    Ｂ ：片持架設用移動作業車延供用日数＝34×Ｐ＋１ブロック当り施工日数×ｎ＋Ｓ(必要な場合計上) 
        Ｐ：橋脚数 
        ｎ：総施工ブロック数 
        Ｓ：片持架設用移動作業車引戻日数＝ｎ×0.18（小数点以下切上げ） 
    Ｃ ：場所打桁架設工具供用日数＝片持架設用移動作業車据付・解体日数＋１×移動回数 
    Ｄ ：仮支承撤去日数 
    Ｅ ：片持架設用移動作業車往復輸送日数 
 

また，各工程標準施工日数は，次表のとおりとする。 

作 業 種 別 日 数 

柱頭部工施工 84（19） 

片持架設用移動作業車据付・解体 
据 付 11 

解 体 6 

1ブロック当り施工 11 

側径間部施工 

L≦10 45 

10＜L≦20 60 

20＜L≦30 75 

中央閉合部施工 31 

仮 支 承 撤 去 10 

（注）１．緊張ジャッキ・ポンプ，グラウトミキサ，グラウトポンプ，ウインチについて柱頭部

工施工日数は（ ）内の日数とする。 

２．柱頭部の施工延長は，12ｍを標準とする。 

  

13－３ 諸雑費 

諸雑費は，電力に関する経費であり，機械器具損料の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

なお，機械器具損料に片持架設用移動作業車改造費は含まない。 

 

表13．２ 諸雑費率     （％） 

商用電源を使用する場合 1 

発動発電機を使用する場合 4 

 

 

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  
13－２ 供用日数 

    Ａ ：主桁製作用雑器具 

       供用日数＝最初柱頭部施工日数＋ 
Ｂ

片持架設用移動作業車台数
 ＋最終側径間部施工日数 

            ＋最終中央閉合部施工日数 
    Ａ′：ＰＣ工用機器 

       供用日数＝最初柱頭部施工日数（23日）＋ 
Ｂ

片持架設用移動作業車台数
 ＋最終側径間部施工日数 

            ＋最終中央閉合部施工日数 
    Ｂ ：片持架設用移動作業車延供用日数＝52×Ｐ＋１ブロック当り施工日数×ｎ＋Ｓ(必要な場合計上) 
        Ｐ：橋脚数 
        ｎ：総施工ブロック数 
        Ｓ：片持架設用移動作業車引戻日数＝ｎ×0.18（小数点以下切上げ） 
    Ｃ ：場所打桁架設工具供用日数＝片持架設用移動作業車据付・解体日数＋１×移動回数 
    Ｄ ：仮支承撤去日数 
    Ｅ ：片持架設用移動作業車往復輸送日数 
 

また，各工程標準施工日数は，次表のとおりとする。 

作 業 種 別  日 数 

柱頭部工施工  101（23） 

片持架設用移動作業車据付・解体 
据 付 19 

解 体 7 

1ブロック当り施工 13 

側径間部施工 

L≦10 54 

10＜L≦20 72 

20＜L≦30 90 

中央閉合部施工 37 

仮支承撤去  12 

（注）１．緊張ジャッキ・ポンプ，グラウトミキサ，グラウトポンプ，ウインチについて柱頭部

工施工日数は（ ）内の日数とする。 

２．柱頭部の施工延長は，12ｍを標準とする。 

  

13－３ 諸雑費 

諸雑費は，電力に関する経費であり，機械器具損料の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

なお，機械器具損料に片持架設用移動作業車改造費は含まない。 

 

表13．２ 諸雑費率     （％） 

商用電源を使用する場合 1 

発動発電機を使用する場合 4 
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工種名

PC橋
片持架
設工

東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
PC橋片持架設工　　

適　用現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛）
     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  
14． 単 価 表 

（１）柱頭部ブラケット式上支保工，張出床版部・箱桁内部枠組10空ｍ3当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表5.2 

型 わ く 工  〃  〃 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

仮 設 材 損 料 枠組支保 10空m3 

・日 
 表5.3 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型 
（第1次基準値） 
25t吊 

日  表5.2 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表5.2 

計     
 

（２）柱頭部ブラケット式本体工，中央閉合部吊支保工１ｔ当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表5.2 

型 わ く 工  〃  〃 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

仮 設 材 損 料 I形鋼，H形鋼，形鋼 t・日  表5.3 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型 
（第1次基準値） 
25t吊 

日  表5.2 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表5.2 

計     
 

（３）金属支承据付工１個当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表6.1 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

型 わ く 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

支 承 据 付 材 料  式 1 必要数量計上 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型 
（第1次基準値） 
45t吊 

日  表6.1 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

 

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

14． 単 価 表 

（１）柱頭部ブラケット式上支保工，張出床版部・箱桁内部枠組10空ｍ3当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表5.2 

型 わ く 工  〃  〃 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

仮 設 材 損 料 枠組支保 10空m3 

・日 
 表5.3 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型 
（第1次基準値） 
25t吊 

日  表5.2 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表5.2 

計     
 

（２）柱頭部ブラケット式本体工，中央閉合部吊支保工１ｔ当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表5.2 

型 わ く 工  〃  〃 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

仮 設 材 損 料 I形鋼，H形鋼，形鋼 t・日  表5.3 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型 
（第1次基準値） 
25t吊 

日  表5.2 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表5.2 

計     
 

（３）金属支承据付工１個当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表6.1 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

型 わ く 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

支 承 据 付 材 料  式 1 必要数量計上 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型 
（第1次基準値） 
45t吊 

日  表6.1 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     
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工種名

PC橋
片持架
設工

東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
PC橋片持架設工　　

現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛） 適　用     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  
（４）柱頭部仮支承工コンクリート10ｍ3当り単価表 

 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表6.3 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

鉄 筋 工  〃  〃 

型 わ く 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

生 コ ン ク リ ー ト  m3  式6.1，表6.4 

コンクリート殻処理費  式 1 必要に応じて計上 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型 
（第1次基準値） 
25t吊 

日  表6.3 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表6.3 

計     
 

（５）ＰＣ鋼棒解放工10箇所当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表6.5 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     
 

（６）ゴム支承据付工１個当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表6.6 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

型 わ く 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

支 承 据 付 材 料  式 1 必要数量計上 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型 
（第1次基準値） 
25t吊 

日  表6.6 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     
 

（７）作業車据付・解体工１台１回当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表7.1 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型 
（第1次基準値） 
45t吊 

日  表7.1 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表7.1 

計     

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

（４）柱頭部仮支承工コンクリート10ｍ3当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表6.3 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

鉄 筋 工  〃  〃 

型 わ く 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

生 コ ン ク リ ー ト  m3  式6.1，表6.4 

コンクリート殻処理費  式 1 必要に応じて計上 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型 
（第1次基準値） 
25t吊 

日  表6.3 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表6.3 

計     
 

（５）ＰＣ鋼棒解放工10箇所当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表6.5 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     
 

（６）ゴム支承据付工１個当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表6.6 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

型 わ く 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

支 承 据 付 材 料  式 1 必要数量計上 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型 
（第1次基準値） 
25t吊 

日  表6.6 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     
 

（７）作業車据付・解体工１台１回当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表7.1 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型 
（第1次基準値） 
45t吊 

日  表7.1 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表7.1 

計     
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工種名

PC橋
片持架
設工

東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
PC橋片持架設工　　

現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛） 適　用
     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  
（８）作業車移動・据付，作業車クライミング１台１回当り単価表 

 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表7.2又は表7.3 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 1 表7.2 

計     
 

（９）作業車引戻工10ｍ当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表7.4 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     
 

（10）型枠製作，設置・撤去10ｍ2当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表8.1 

型 わ く 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型 
（第1次基準値） 
25t吊 

日  表8.1 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表8.1 

計     
 

（11）鉄筋加工・組立１ｔ当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表9.1 

鉄 筋 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

棒 鋼  t  式9.1，表9.2 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型 
（第1次基準値） 
25t吊 

日  表9.1 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表9.1 

計     

 

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

（８）作業車移動・据付，作業車クライミング１台１回当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表7.2又は表7.3 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 1 表7.2 

計     
 

（９）作業車引戻工10ｍ当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表7.4 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     
 

（10）型枠製作，設置・撤去10ｍ2当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表8.1 

型 わ く 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型 
（第1次基準値） 
25t吊 

日  表8.1 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表8.1 

計     
 

（11）鉄筋加工・組立１ｔ当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表9.1 

鉄 筋 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

棒 鋼  t  式9.1，表9.2 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型 
（第1次基準値） 
25t吊 

日  表9.1 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表9.1 

計     
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東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
PC橋片持架設工　　

工種名

PC橋
片持架
設工

現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛） 適　用
     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  
（12）コンクリートポンプ車打設10ｍ3当り単価表 

 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表10.1 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

生 コ ン ク リ ー ト  m3  式10.1，表10.2 

コンクリートポンプ車
運 転 

 h  表10.1 
機械損料 

圧送管組立・撤去費  式 1 必要に応じて計上 

諸 雑 費  〃 1 表10.1 

計     
 

（13）ＰＣ鋼棒工１ｔ当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表11.1 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

Ｐ Ｃ 鋼 棒  t   

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型 
（第1次基準値） 
25t吊 

日  表11.1 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表11.1 

計     
 

（14）ＰＣ鋼棒継手工10箇所当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表11.2 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

継 手 装 置 普通・G継手 組 10  

諸 雑 費  式 1 表11.2 

計     
 

（15）ＰＣ鋼棒定着工10箇所当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 特 殊 工  人  表11.3 

定 着 装 置 固定側(緊張用又は固定用) 組 10  

諸 雑 費  式 1 表11.3 

計     
 

（16）ＰＣ鋼棒緊張工10箇所当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表11.4 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

定 着 装 置 緊張側（緊張用） 組 10  

諸 雑 費  式 1 表11.4 

計     

 

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

（12）コンクリートポンプ車打設10ｍ3当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表10.1 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

生 コ ン ク リ ー ト  m3  式10.1，表10.2 

コンクリートポンプ車
運 転 

 h  表10.1 
機械損料 

圧送管組立・撤去費  式 1 必要に応じて計上 

諸 雑 費  〃 1 表10.1 

計     
 

（13）ＰＣ鋼棒工１ｔ当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表11.1 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

Ｐ Ｃ 鋼 棒  t   

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型 
（第1次基準値） 
25t吊 

日  表11.1 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表11.1 

計     
 

（14）ＰＣ鋼棒継手工10箇所当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表11.2 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

継 手 装 置 普通・G継手 組 10  

諸 雑 費  式 1 表11.2 

計     
 

（15）ＰＣ鋼棒定着工10箇所当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 特 殊 工  人  表11.3 

定 着 装 置 固定側(緊張用又は固定用) 組 10  

諸 雑 費  式 1 表11.3 

計     
 

（16）ＰＣ鋼棒緊張工10箇所当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表11.4 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

定 着 装 置 緊張側（緊張用） 組 10  

諸 雑 費  式 1 表11.4 

計     
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東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
PC橋片持架設工　　

工種名

PC橋
片持架
設工

現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛） 適　用

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

（12）コンクリートポンプ車打設10ｍ3当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表10.1 

特 殊 作 業 員  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

生 コ ン ク リ ー ト  m3  式10.1，表10.2 

コンクリートポンプ車
運 転 

 h  表10.1 
機械損料 

圧送管組立・撤去費  式 1 必要に応じて計上 

諸 雑 費  〃 1 表10.1 

計     
 

（13）ＰＣ鋼棒工１ｔ当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表11.1 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

Ｐ Ｃ 鋼 棒  t   

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型 
（第1次基準値） 
25t吊 

日  表11.1 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表11.1 

計     
 

（14）ＰＣ鋼棒継手工10箇所当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表11.2 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

継 手 装 置 普通・G継手 組 10  

諸 雑 費  式 1 表11.2 

計     
 

（15）ＰＣ鋼棒定着工10箇所当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 特 殊 工  人  表11.3 

定 着 装 置 固定側(緊張用又は固定用) 組 10  

諸 雑 費  式 1 表11.3 

計     
 

（16）ＰＣ鋼棒緊張工10箇所当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表11.4 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

定 着 装 置 緊張側（緊張用） 組 10  

諸 雑 費  式 1 表11.4 

計     

 

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

（17）ＰＣケーブル工１ｔ当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表11.5 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル  t  式11.1，表11.6 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 
排出ガス対策型 
（第1次基準値） 
25t吊 

日  表11.5 
機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表11.5 

計     
 

（18）ＰＣケーブル定着工締付け方向○○締○○ｔ型10箇所当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 特 殊 工  人  表11.7 

定 着 装 置 固定側(緊張用又は固定用) 組 10  

諸 雑 費  式 1 表11.7 

計     
 

（19）ＰＣケーブル緊張工締付け方向○○締○○ｔ型10箇所当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表11.8 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

定 着 装 置 緊張側（緊張用） 組 10  

諸 雑 費  式 1 表11.8 

計     
 

（20）機械器具損料１工事当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

コンクリートブレーカ  日  表13.1 

空 気 圧 縮 機  〃  〃 

片持架設用移動作業車  〃  〃 

片持架設用移動作業車改造費   台 持込み 
台数 〃 

場 所 打 桁 架 設 工 具  日  〃 

チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク 5t吊 〃  〃 

主 桁 製 作 用 雑 器 具  〃  〃 

緊張ジャッキ・ポンプ  〃  〃 

グラウトミキサ・ポンプ  〃  〃 

ウ イ ン チ  〃  〃 

発 動 発 電 機 
排出ガス対策型 
(第1次基準値) 
定格容量37／45kVA 

〃  表13.1 必要に応じて計上 

諸 雑 費  式 1 表13.2 

計     

     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  
（17）ＰＣケーブル工１ｔ当り単価表 

 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表11.5 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル  t  式11.1，表11.6 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型 

（第1次基準値） 

25t吊 

日  
表11.5 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表11.5 

計     
 

（18）ＰＣケーブル定着工締付け方向○○締○○ｔ型10箇所当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 特 殊 工  人  表11.7 

定 着 装 置 固定側(緊張用又は固定用) 組 10  

諸 雑 費  式 1 表11.7 

計     
 

（19）ＰＣケーブル緊張工締付け方向○○締○○ｔ型10箇所当り単価表 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表11.8 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

定 着 装 置 緊張側（緊張用） 組 10  

諸 雑 費  式 1 表11.8 

計     
 

（20）機械器具損料１工事当り単価表 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

コンクリートブレーカ  日  表13.1 

空 気 圧 縮 機  〃  〃 

片持架設用移動作業車  〃  〃 

片持架設用移動作業車改造費  台 持込み 

台数 

〃 

場 所 打 桁 架 設 工 具  日  〃 

チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク 5t吊 〃  〃 

主 桁 製 作 用 雑 器 具  〃  〃 

緊張ジャッキ・ポンプ  〃  〃 

グラウトミキサ・ポンプ  〃  〃 

ウ イ ン チ  〃  〃 

発 動 発 電 機 

排出ガス対策型 

(第1次基準値) 

定格容量37／45kVA 

〃  表13.1 必要に応じて計上 

諸 雑 費  式 1 表13.2 
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東日本大震災の被災地で適用する土木工事標準歩掛
PC橋片持架設工　　

工種名

PC橋
片持架
設工

適　用現行（被災地歩掛） 改定（被災地歩掛）
     【機密性２】  

発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  
（21）機械運転単価表 

 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項 

コンクリートポンプ車 

トラック架装・ブーム式 

圧送能力90～110m3／h 

 

トラック架装・配管式 

圧送能力90～100m3／h 

機－3 

運転労務数量→0.14 

機械損料1→コンクリートポンプ車 

トラック架装・ブーム式 

圧送能力90～110m3／h 

 

トラック架装・配管式 

圧送能力90～100m3／h 

機械損料2→コンクリート圧送管 

 （径125㎜） 

単 位→m・h 

数 量→L×1h 

（注）Ｌは，コンクリートポンプ車から作業範囲100ｍを超えた部分の圧送管延長とする。 

 

 

     【機密性２】  
発出元 → 発出先  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

（21）機械運転単価表 
 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項 

コンクリートポンプ車 

トラック架装・ブーム式 
圧送能力90～110m3／h 
 
トラック架装・配管式 
圧送能力90～100m3／h 

機－3 

運転労務数量→0.14 
機械損料1→コンクリートポンプ車 

トラック架装・ブーム式 
圧送能力90～110m3／h 

 
トラック架装・配管式 
圧送能力90～100m3／h 

機械損料2→コンクリート圧送管 
 （径125㎜） 

単 位→m・h 
数 量→L×1h 

（注）Ｌは，コンクリートポンプ車から作業範囲100ｍを超えた部分の圧送管延長とする。 
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